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2つ目の麗願成就 

ィンドの替都デリ ー 市における 
第3凹でジア窥技太尝の閱幕ま 
で、あと崔かになった。 

待ち過しい、実に诗ち遠しい。 

ハンドボ I ル•マンにとづでは、 
実に抓年間も待をつづけたアジア 
火鱼をのでお-る。 

いまでこそ、ハンドボ.—ルとい 
えば全世界的なタポ—ッになって 
いるが、茹1回の T ヴ了競投太查 
が郎かれた一かお0年化前湖は、 

ョ t ロッパのスポ E ッの域を川な 
かった。 

国際ハンドボ]ル連輔のメンバ 
1 で、ョーロッパなかの爵といえ 
ば、日本、了ルゼンチン、ブラジ 
ル、イスラエルの4ケ国を数免る 
だけ、とでもアジア大会どころで 
はなかったのである。 

それが、一九と0年代を期から 


アジ了地域でも、觸々とハンドボ 
I ルに紐しむ国がル-.まれ、ついに 
了ジア大会競がに加わるまでの成 
盾を示したのだ。磕施 ft である。 

私をはじめ、巧くからのハンド 
ボール*マンは、ホ リン ビッタと 
アジ T 大舎とユニバシア f ドの正 
式斑技に、ハンドボールが加えを 
れる ことが悲觸 であ.る。 

こめぅちの2つを睾現できわこ 
との婚しきは、格別なものがを 
り、全いンドボ—ル愛好者ととも 
に、この窗びを分かををいたい。 

アジア大会に、；ンドボールが 
加えられることが決まっ たのは、 

一化七四年のテヘラン大尝時に開 
かれたアジ T 嚴技連照絕会(評議 
員会〕でをる。 

順当ならと孔年のバンコタ乂舎 
で実施されたであろうが、クイに 
ハン K ボ]ル協をが設立きれてい 
ず、ぶちられた。 


日本のハンドボ t ル麗棘 者にと 
っては、新た.なをみのをしみを感 
じさせた.ものだ。 

今回の 碟 用までの 遊のり. も、 け 
しで平たんで はなかった。 

ィンドの (ン ドボ—ル組織が、 
もう！つ、未酥熟で、いちおは不 
操巧の色を克濃かった。' 

をのニュ ー 式が、 機踢 誌で報じ 
られるたびに、多くの 人かち、、 む 
配そうを問合せをいただいたが、 
をがゆいことな-から、どうずるこ 
ともで‘をなかった。 

そんなが、靖力な排遮者が 、 H 

本の協'ぶを求めで童た。 

タウエ t ト シユ イク* フ了イ 
ド■了 ル ■ T ハマ ド •アル •サバ 
ハ披〔な下、アル•サバ ハを 長と 
記述)であ.る U 

同顆は、 クゥ 卜 国王の実を 
で、 タウ 正 I ト ハンドボー ル描を 
々長からが巧 アジア•ハン ドボ— 


ル辿盟を長になったかわだ。 

七巧年、了ジア火を賴據に八ン 
ドボ！ルを加えた-原動力，であ 
む.、アジア"；；ンドポール埋盛孤 
上げの巾屯的故割りを柴たした至 
むは、あをのとごろ、盐も、をを 
卷いていたが'、をくことなき盧紋 
は、飯の i を、デリ！火会実施 
に掘.えていたのだ。 

オリンピック採雨な上の感激 

W 年化く" この 日。をを待って 

い.た私-い中 n ぶハンドボール 

界に反対のあ-るわけはなかったか 

アル•サバハ耸おにん上が瞄力を 
打ら边す一ぶ、耻4り、日本ホリン 
ビッタ委貝会巧で、了ジ T 、 スポ 
1ッ巧に詳しいかたたちに「デリ 
— 大会でパンドボールを」と請い 
てまわづた。 

が年2ぉ、タゥ^^—卜国隐の時 
T ル■サパハ会岸と面談しわが、 


J デリ—大会の-糧自に加える，1こ 
とへ.の-熟評は-，搪做を上麵るもの 
があり、この人がいる帖り、-掘巧 
されるのはまちがいない、とさえ 
思わせる.迫力であった。 

はたして、デリ]火黄にハンド 
ボールは滑りこんだ。 

今荐4月の T ジ . T * ハンドボ— 
ル虚盤理華会で、村舎長は、祗に 
疆苹をおめなボを「我々の巧力の 
太成果だ」といってくみわが、私 
も、ミュンヘン■ホけンピック深 
巧のをまった時喊上の-感激にひわ 
ったものである。 

思えが、アジア•ハンドボ！ル 
拌は、よくここまで発.蜗した。 

そしで、 j 九三〇年 ft から、活 
勁をつづける我が..日本瑞余が、ア 
ジア地おめ大きな腿(いしずえ；} 
にな「ていることに、いささかの 
肖負を党える。 

過よ H 巧、各稱おの祐瓶を梢目 
でみながら、くちびるをかんで過 
ごした請先帮サ號技者、愛好者諸 
費のを.別に、改めて敬意と謝惹を 
ホすとともに、今固の寧加を、太 
声でご報をしたい。 

限りなき前遇を 

ところで、今大会のを加国は' 
曰本ををめにケ国のフルエントリ 
1と： H えられる。 

ホ年前、実施要領が発ぶされた 
額，はたしでにヶー:もの者加が果 
されるかどぅか、おなされたが、 
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今大会化場 


エントリ I を/切つで，みると、ま 
『たくみごとにこの数が*的中" 
した。 

これまでの巧お選于滿モ堪やホ 
9ンピックず濯からすれば、これ 
ほ'どの"大貴臺化。试宅えをれぬ 
もので、をれだけ、了ジ T 請尚が 
この大会での.爽施を情ち望んでい 
た。ということにもなるだるう。 

了ジア■"ンドボールがの願段 
i 向上.も、お年、特舉きれる。 

残念を例を抽き化すことになる 
が、お六ホのモントリホ！ル • ホ 
y ンピ ッタで 5位入貨を果たした 
日本ホモは、ずで阵十ンバー ■ッ 
シの座を郁国にあけわセし、中国 
の急追も雞ぃものがあぶ。 

究でも、 n ぶの独を時代は過ぎ 
锦国、中国の康藥、中萬、アラブ 
熟の.遣墙によ「で、化沖 0 時代を 
迎えようとしている。 

日ホハンドボ—ルおゆ成畢と靜 
力が、アジ T 諸属の夕—ゲットと 
なり、それがアジア■ハンドボ I 


ル巧のいっをうの発願に寄を寸る 
とするならば、これまお*先が 
国；，として誇るに赴るものであろ 
ぅ。 

もちろん、今凹初参化する日本 
巧表は、搜職を固指し，かつてな 
い補進をつづけている。 

VJ のことは、私が、一昨年、趙 
化闕席者に喪望した「まず、アジ 
アの王座確睐に全力を」(を-本 
誌側ち聲岡〕の.茹証でをり、、ぁめ 
成功を祁ってやまない口 

今後、アジ了 I ハンドボ T ル野 
の角逐は、觀しくなりこそずわ、 
撒しくなりこそすれ、 I 試合た巧 
とも.黃锅とすること坪許されなく 
なろう。 

今凹のデリー大会は、その口火 
なのであるな 

今回が、アジアの激斗の乂ぷた 
を巧る - K 金になるのである。 

ま'た、をうなつてこを、了.ジア 
大会に加ったた嵩義ボあり、そめ 
場で臟ち進んでこそ、击者としで 


の离肺を得られるのでぁるぅ。 

アジア太会の冀施にぶって.、了 
ジア•ハンドボ ー ル界の、ますま 
ず Q 糊最がをでられる.ことも、太 
いに期待したい。 

実のとこる、アジアは地域的に 
被に広いため国^保は崔驰だ。 

今太会終了披、現地で、これら 
の閒遇に対処するアジアの新しい 
スポ ー ッ 組織が スタ f 卜 する こと 
にもなっているが、ハンドボ]ル 
巧が、 こぅした 潤頭をさけずに通 
れない0も事実でぁる。 

これまでの各国沿を疵は、いわ 
试鼓発的、わずかに2回の了ジア 
選を棉(巧年タゥゴート、 W がホ 
ンキン、いずれも扫本慶勝〕が、 
交敎の踢としで設けられていたに 
ずぎない。 

「限りなき前進」の K ローザンの 
もとに餐るアジア大無ほ-今まで 
とは比べものにならねほど、アジ 
了のハンドボール•マンめ磯縣さ 
を靖すことになるだろう。 


そぅした友がの塌のなかで、当 
面する盛閒遵を話し合い、アジア 
ハンドボ--ルが一本の喪進のため 
に協山ををいをんるをら、過ぶ H 
巧 W 年問不参加の連れを、一気に 
取り馬すことにもつなが''る.と姐 
ク〇 

ともずれが、ホリンピックより 
低く尊克られ勝ちなアジ了ぶなだ 
が、その患茲においては、擾ると 
も劣ら狩も煩があり、 とり わげ、 
目本 C ツドボ r ルがにと可では、 
ホリンピックを着鞭、了ジア太舎 
に加った配剖のげを、かみしめる 
也壺があろぅ。 

全国ハンドボール愛好者法質が 
改めて、アジアのスポ]ジ巧、ア 
ジアのハン.ドボ I ルがに課い聲ふ 
を寄昔をれるよう切に望むちので 
をる。 


f ハンドボ I ル」—_ 
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义回特殊細 


本な：爸古屋巿中区が一了目 11 一化(巧あビルう 
TEL 為ち居の 52 ) 2 的 - 51 1K 大代を)〒 4 日日 
まな：ま京ま店：乂阪 
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第 M 回を日本お合運手権大会 

は、け巧け日からけ日までの日 

日、東京の廚扔屋巧禪拽場、騎於 

ホ育館で閱摧される。 

赛加チ—ム教は、男子 M 、 女モ 
けで、その組合せ抽せんが、： r 巧 
ほ日、南を原宿の岸記急お诗酷四 
0- 号室で巧なわれ、な下のよ，つ 
にみ定した。 


































































































































^Victor 


© 巧冉 M 与 S 

巧產當なをグッドデが f ン歲お 




霞20型就說品 kooo 隅 


ナ-ェみ R 巧） 


■3 ま化の巧モ A のを子をまぶ■を W 度をお0本の< レがフイルター巧巧■巧 巧を 力ぶ 
W [リモコ>巧をな J -7 W ) ■外が寸注；巧盾兒，れ nt リフレをター最がけ、る A 巧り時 
了日-わ口 K 巧行札 a 品，なき化3口巧悼む } ■ミさぶぶ a (りモコ.ンさ悟がなむ） 


ぶ口 tctor 


JVC 

知府 IW 


li ビタブー^のど M いうわせ、田を口刈巧は巧げめ走居を干 ft 田区 B が曲 3 中* 
巧山ビル日みピタブー8}3ィ>7ホーイー吉3> * セパ rnEL さず口3リト K が叫 
申ビクターローシ>ごず > 4もかした巧 とりぁが-が-" ■セ》 をーロー 妨ユ テム な行 
ローシ‘ けう'一) .を二が面(ださ化お一け巧'化化留巧 b 可化です. 


が I 

I 先 1^1 の輪 



滋養強化•虚弱イ本質に 


この S おのあ&でご巧な<どさい。 


■に■■レにく巧!^エ早ス • ヒ去吉ン日，•巧な S 旨?エ耳ス’ビタミニ■百,，史巧 

キ 3 - L 才 

•吾お人を’田る‘中を‘ビ S 与ン31 •じん C< 巧山エみスみ巧！ 

L 況松]での 


遇に一度は 
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傭康づくりは-被 H 巧快眠 • t た食から… 
をれに適度なスボーツ扛欠かせません。 
私速は皆様の跑旅创紙って 
薬品つ'くわに努めます。 
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コートに出ると仲間とのわだかま 
消元でしまう、不思議だなあ 
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きの/7、ちよつとしたことで立 ムバイトとむのわだかま U を巧してしまつ 
た。でも、 1 距コ—卜じ巧ふと、そんむむはいつの岡にか消えて いた，：…。 
こんを盛驗1あなたじはあ〇ませんか。チ I ム71クつて東咕し'いものむ 
んでずわ。ビタタ—のニユ—々ラ—クス—ットワ ） タプけ、纸え妇かれた.シ.ン 
ブルなボザイの.中じ、-ビデホ*ホ t デイホ蜡巧との掩かな于！ムツ. I 夕と 
限りをいな威性をがめていま中。むと'えばピデホデッホやビデホ々パラ、 
スタ心才な kj とのシステム化’さらにビゲホデイ义夕をはじめキャブテン 
システムやホ r . ム3ンビユ]夕—など.がしい蜗化 V — スを，： It ホに黑しむ新 
ち街など•など*典化らの"ンド巧閒むぜひ加えたい。 














































第 7 回日本リ—グ総評 


蒲生君おめでとぅ 


日本 M ンドボ[ルリ—グ 
遲営姜員長を藤純が 


昭和 W 年が、 第？ ny あ ハンド 
ボ！ ルリ [ グ は、まる U 月7行の 
をホ磁ホ体ち祝での 乂 间产课永、 
太 補： <プラザ t 峨をもって丽迦4 
週 W 日、 を 期4週 SB 間にわたる 
を 口 程を鞭 了し 閒暮 した。 

男モの部では、今 凹 もまた大爲 
父读永戟 がタィトルを 化ずる显蟹 
なヵギになった。リーダ顆帯前播 
永邀麵が坛ぇ b れていわが、大巧 
はこれをな して 前期最終日の 化 鳥 

でのが殺に挪 - U と孔ホをとっ 

た。倭謝關幕を 丽 にしての「国び 
き歷体」の诀擺職の对戟では^^^1 
^^と镇おが挺勝し、涵おは.搔规リ 
I ダ煩が戦に期待をつないだ。し 
かし1 大 罔は思牌戳で抓—化と聴 
利しの戰全撫でが7:^0:ぶハンド 
ボールリ] ダ 5平遥揣6庇同の夕 
ィトルを手中におさめた。これで 
第7回までの-巧チー ムのり ‘^ダで 
め封戟は、ホ同め6腿4削きせけ 
2敗と、 火 同が大きく氷ををけ 
た。最終戰を輯「たをと「どぅも 
リ ーダでは、顽かは隙でないな 
/」 というささやきも間えてき 
た。太同はベテラン蒲をがチ ー ム 
をよくリ ードし、 円らも H ] スと 


してのぶかな あ 厢を隶たし、葉诘 
避得の原動力としでの蜘きは面目 
猩如 たる ものがあった。’歩およ 
ばずまたしでも2位となった漂.み 
には、ささやきが 「 f ; ごにならない 
よろに来則の提起を剧梓したい。 

日骄 、大嫣、本 西は、 モれぞれ 
1 勝の基が順位を決しで'いる。：：！ 
新の今期の活堤は、悼畢すべ杳 J も 
のがをり、リ[ダを補り.上げた- 
お同、 墳 水に驶れた とはいえ惜少 
差であり、お山の成畏もあ.づて5 
隙 5 敗の星を補し3をの贿を類保 
した。來期にぶきな期巧が持て 
る〇 3年間2禍リーダに廿んじた 
大崎は、念誦の 1 部悟柿を.果た 
し、3年間の苦贺が吏り4隙を苗 
げで4 槪となった □ I :强の邮に立 
ちはだかる一を乎として期待され 
た本山の今期の湖常ぶりはどぅし 
たことか。わずかに3脾、日化は 
挪巧聖無い。来规 Q 避 調を翊待す 
る&ィ—ダルスは、ついにな頃を 
をザることができな.かった。補強 
が 居う にまか每ないイ ー ダルスと 
しては、化 チ ー ムにないさまざま 
な陋害や 巧"おがあると思われる 
.が、 特異な なをと しで、 リ ー ダ発 


展のために I 商の奮起を期待した 

^ a 

ホモの部に mi を释すと、ともに 
外闻經ブレー干—を加えた立石X 
大崎概が行方が夕 V トルを決し 
た。 K ‘ィレッシュ、V •ドルべ 
て二十クの二人のユ！ゴかをの助 
っ人もよぅやく、チームにおじん 
で、もてる力舍党禪し、対大晌戰 
を隙いてはをチ j ムにがして常鬼 
したぶをもってリ[ダを戦い、日 
年連続4 HH めお：；胚を手にした。 
太崎もまた3中 H を迎えた二人の 
軸っ人、聲巧玉，李を瑕の閱待迹 
りの活蜡に上って U パ 3U の婿本 
でのザな：も職まで撫敗、このゲ— 
ムがまさに酷推ををする一戰とな 
ったが、わずかに化ばず一敗を與 
しがを滕の强みがならなかった。 
ジャスコは前期を終って無お、「国 
び章国が」に凌艦しでこの勢いを 
熙っで經細も梁りきるかと姐わせ 
たが、立ち、大摘に敗れ3拉とな 
っわ。ブぅず t は上化チ t ムに力 
およばず敗れたが4勝3破 W 4拉 
A タラスをずった。ビクタ]、口立 
大和の-涵拉，あらをいは減烈であっ 
た。ともに上化4モームからはを 
れて2凝I。股と乂きく負け魅し、 
わずかに稱榮点差によって5、6 
7泣をかけ去った。北国はついに 
白覃をあげることができをかつ 
た。摇稱点刪点にがして摇失点が 
弧点という結果では、がぶ續を望 
むことはできない。來掷の健間を 


迦轉したい。 

きて、第7固リ！：ダを終っで、 
稀等ずべきは蒲も晴明君(大囘。 
のリ r ダ個人過鞋 摄多艳 点が刚点 
に達したことであ-ぶ。が则を裤っ 
で獨点、当捆が目捂舰得点を.雄成 
することはお問の問晒となった。 
後期巧戰のの巧。円対大摇戰(朝 
霞.ボ噓ムー:^靑雜心で待望：の火記錄 
剛巧点を達成した。蔬を巧のリー 
ダへの参加は第2间からであり、 
6巧の試合を戦い軌语点、-試を 
平均い巧点した.ことになる。大同 
の王 t スとしてだけではなく 、 U 
本少 ショ少ルチ I ムの 主力として 
巧蹈中で.るり、この近练垃さら-に 
克新されるであろク。.この節人ホ 
醒0太お録 ( ——2位は舰点のを 
赚喪一音粟思が研監督)——^に 
对し、最大限の擺昔とお雨いを申 
しあげるとともに今彼め独謎を巧 
る G 间じく女 r いの-部では西典モさ 
ん C 大遗】は、通算拙得ぶをあ 
げ、ホ期ちまた大崎 Gyt ダ[と 
しでリーグに登録し站强更新が期 
揉される。 

ザブ r y の f 枯へ W 

姐7脚 n 本ハンドボ f ルリ '* 夕 
も皆さんの盛大なご芦撞をいただ 
き全 n 程を終了就しました".をり 
がとぅございぉした。円下巧 S 凹 
の巧怖を遊めておりまず。ま寸志 
すのご支援とご黄がをお闊い申し 
あげます。 











■第 7 回日本リ—グ ■ 


5*^特^謂が無敗で制覇 


第7画日本リ—ダ後顧リ I ブ戰 
はけ月 T 日から； Z 巧7日まで男女 
とも敎戰をくり広ばた。男モは、 
大同特殊勘、离ホ製塞の二強が後 
期も無キ K のままを陵戦に巧汰、 
接戰ながら大同が前期につづいて 
漂ホを破り、け戰ま蜡で日年連続 
B 回目の硬胁。女テは、立石寅糟 


がライバルの太晦竜気、ジャスコ 
を時し7餓全戚で3年達债4度目 
の镇腊を飾った。巧、今季リ—ゲ 
で结モでは谦生晴巧(太同】が日 
日日ゴール、女子では巧典モ(太 
崎〕が2 00 hi ルという立巧な 
個人記録が棄をした。 


男子 


A 第1週語1扫 V 

月 U 日(日)朝霞市立殺をお 
宮抑〔埼ぶ：> 

做珠綱ぉ.(巧 l ) w ホ崎扇気 
G : 帝朋リ—ダを終えて日〇 〇 

ゴ—ルまでをと '"じぶに：迫ってい 
た大同の H 1 K 蕭ホが、懐期關帶 
戦妇この試を、横半6か那秒に遂 
に權大な記録を逮成し.た。 

3年連擺のリーグ削稱に燃；义る 
大同は、 sn おゴ！ルに姚わ葡ホ 
がでち上がをから嵩欲的になち、 


削ホで1人でぉゴ—ルを志げる插 
躍を丑.せ、^—日と蹄半で大兼を 
つけて滕貢を決した。 

V お•あ風山体育館 C 冲辑：一 

U 新 i 請 N 常觀静 

(3 腿3肤〕 (2 揣4敗。 

〇.，：前半巧方の GK の活噓がり 
立つ。巧かまで411と U 新リ T 
ド。西山はマンツーマンきれる e 
か過ぎょり本田が己本棘のもッ 
トインやお野の倒れ，込みによるお 
蹈でのせ過ぎには 6 — 4 とぶ転。 
しかし、日新もすぐになを、顿若 
ち見、哉巧山が着々と得点91 


シドル、□ンダでリード。！方、 

犬惦は景顧、崇江のヵットィン、 
ポストなどでくい下がる a 
獲-ザは追いつ泡、われつのゲームか 
を、丈崎は連梳擇点により追い上 
が、残.り1舞でり-点差よしたが皮 
桂なかった。 

可同‘蜡禮市民が巧錯(烏取〕 


日と；冉度 y — ドを常って卽半終了 
本田私楼半、堤上、一一一本松.など 
が屏おに山た.が、 n 新の巧ぶ、西 
山の顆急扫をの活路に师し切られ 
た0 

A 黑2過第2日：> 

巧如5 ( 口。高おホ巧ぶ化セ 
ンタ t 別術(雷川) 

目ホ|及 IM 帶紹 r 

(日腺1敗.} 〔6敗) 

〇.:-前半巧か過ぎまではほぽ-丑 
巧に職ったいたが、湧永が 一 気に 
8な連取、前半を^— g とリ（ド 
してがり茜す。 

後卞に入っても操永のベースは 
抽れず、終姑リ^ドを守った-ぶ 
阪ィーダルスもょくをり摧即した 
が、ム沿蒂が出た試をであった。 
!>同-商關ホ民沁育挪(每山〕 

5新輕铜？け)け火化叫晋気 
(4 路3披) (2 腿5般) 


太 局 

装 f 


4^1 19’ -一日 

2互—已1 


ぶ m 技研 


C 蟲己敗；} 


Q …大同は祐をがマンツ r マン 
を叟げ苦しい戦いだが、大原、柳 
川実の頭眼むで得点し、一方ぶの 
も G 区•大畑の好ずと長野、佐々 
木、三本松らが加点し、前半 U — 
9と大同の2点り—ドで聽了。 

褚半に入るをやや操れの瓦える 
本のはミスが事く、立上り乂闷が 
5連瑞ゴ T ルしホ專権を結り、を¬ 
の まま巧し 切った。 

A 第3過罪—日 V 
vw お抓 n 〔止：} 乂阪巧中央.体ち 
前(乂販) 


^嫌モ销3(加— 9) がグル.ス ■ 

(8 勝) (7 竖 


0…滑り出しから大同.田口が 
がをまくり、太原、卿 W をが走り 
山って看々加点。一方イ！ダルス 
は： y 本、髓野が哉箭帖に禪点する 


曰…前半、 U 顧.が.巧山、高木めのみで攻めをぐみ卽ホが—7と大 


同の火 量リ！ ドで鞍了。 

後卞に入っても大同はす綱を引 
き締めてタンパー乎てンジほする 
ものの戦ぶを維持して最後までそ 
の义ビ]ドは落おずに圧勝した。 
t > 間•京都府立ホ荷お 

洒永妈藥の ff ；：! 加ぶ R 新製涵 
C . G 颇1放) (4 踰4敗) 

〇‘：口新の脾望は、戳半がか那 
秒、ダブルスみイプレ I の头取を 
速攻につなげられて消えぶった。 

關始3み間に口新の酉山が3述 
磕ゲットで31り、ァかには日 1 
3。もしや*…：の挪待感を抱せる 
お顆となったが、循おも厮壑、 

分に"--とょぅやく同点、なを 

1 進】邊 Q シーソ；ゲ—ムとなっ 
て瑚當を薄かせた。 

この側语'あの PT 失疵(さ更 
リバウンドなど S 新はツキに.も患 
まれていたが、ディフてンスの溃 
しが甘さをつかれて愤半叫か、巧 
1卽と3点をになったときはもは 
やこれまでかと思われた.が、高木 
泉、禁が精って挑か、^[耶と巧 
度尉放、嚴进してきた。このゲ I 
ムのをてを域り2かに錢統しで両 
チ！ムを削したぶ、商永め-ベテミ 
ン赚ぶに立て疏けにがめられ、日 
新の：野纽が硝えた。 

因山、爲木、森をの巧さとパヮ 
t を引き出しつつを後まで惩永を 
をいつ公た n がの姑り-は今を乂い 





に楽しみに をっ できた。 

间•一^量が巧館(石 W 〕 

ホ 蹄： 帯 気 其 IN 把け 龍拽硏 
( 3 酷5取。 ( 2龄 6 盤 

む，’‘ 前毕2 分 過ぎ、 火 侦が齋藤 
にょりホな。 その 搭も吾藤.の祖哩 
で、 郎半^—了と ぶ請り ー ドで終 

て 

を半に人 气’ ても师チ— ム诞破 n 
がぶ つからず、一遐一退の披酣リ 
贈局、 邮 平め，お金，，で火棘が逃 
げがる。 

本 巧では、葬野の若い力あふれ 
るプレ t が目についたり 
A 巧3週第2日 > 

VW 月別 n 巧}神 _尸 莖壯み灾ホ 
宵館(兵 犀。 

si ぉ (IU) 品辨 1 

(日 醋 4 敗；} {目敗) 

幻… 郎 ザ， 個人故に勝る 円號は 
ポストプ レ—、連攻 から唐巧に 得 
点、 ィ ー ダルス G 氏も髓雨にずっ 
たが、 日 新稱スピ ー ドにはどぅす 
る事ち出来なかった。 

觀半に 人っ でち 日兢 のスピ I ド 
を ふ おるバス！： >1 クは离えず、 雜 
おに 加ぶ その 竞を ひろげて いづ 
た。 

連幻がかてる U 新と辻 本 1 人の 
イ I ダ ルスでは、始破亦ら 械 貞は 
ホつでいたといえよう々 


補お製薬の太崎ち気 


(6 勝1盤 


〔3騰日欺」 


C …邮サ，大疏はよく走りパス 
一>1 夕 よく3連疏得ぶ したが、 踊 
永も速玻 、ペナ 抓 ティ[で K 連端 
得点、大崎はをの彼巧分觀よ'く走 
りシ -1 1卜于ヤンスもをつたが、 
G K 井腫の好ずに阻止され夫差を 
つけられた。津川、 極瑣のがべ テ 
ぅンと池ノ i 0シユ]卜が北っ 
た。 

.锻半に人り太廊こまわずる戦化 
は増々熱為を帯び、^遐一退の好 
ゲ t ムとなった。大蜗の畜離、長. 
野、松岡も全ぶを出しがしたが、 
大型チーム瑪水を崩すのは至難の 
ヴザであった。点產こを閱いたが 
最おまれに見るが vea であっ 
た0 

八思搭週第1日 V 

VU ぶ3日(播)円骄强網妈棒育 

廊 C 広岛】 


ホ..隔與 SI 3 口日.雨製爾 


講 f 


( I 。酷日敗) 


彼半は丽ホポ速揣ゴ t ルして同 
点とし、 I 遮-退めがダームとな 

ったが、西山がマンツ]マンにつ 
かれてから加点できず、3点莲で 
ホ同が逃げがった？ 

V 同•龐本姑立盤种林宵茄(滞本) 

頭冰擲.薬が(巧妙3解關 技研 
百.聯 1 敗)1 (217 欺) 

〇…彼半に入り3点蒂の攻防が 
^かまでつづいたが、4点差、5 
点差とか載に点基が化が「た。 

棵永はおおとしては盘くなかっ 
たが、ぶ B がその壁をもぅ一つ英 
き破れなかった。構穂、粟屋の巧 
をしたシュート山が光った。 

V 同•相横瓶が立蜡み体肯銷(神 

燕姐 

太—风如 (駡 N 脚) g 大顿1 


(4 滕6敗〕 


皆お 


.曰… 試を朋赌搔4かまで闹ホ— 
ふと も動きが堅く酷博ぶ。日か、 
大同が先取する节一愛して激しい 
展關となり、大同•浦をと a 新" 
西 山との 点の取りをいとなった。 
埋山の S 迸紐ゴールで 日 新が2点 
リ ー ドしてがザ終了。 


〇…砸 •楼期遇禪して腺ち星の 
ない ィし クルスは、立ち上がりを 
取点をあげリ[ドしたが、巧な過 
ぎ巧太幅に商点にをいつかれ、？3 
1 W と点の リ； 户を許して前半を 
終了。 

後半に人って から火愤ボ i リ 
t ドを尊い、ィー ダ ルス も 泡いあ 
げたが辻本1 人に 賴るだけで化ば 
をかった。 

八最族遇が2日 V 
▽ ^巧6り|:±】四113ボ体巧储 
〔一二壁) 


S ぉ巧蟲=等键 

(3 .勝7恥一 ( W 敗). 


Q .: 立ち上がりイ]グル K は本 
，西をフリ I デイフェンスにし、相 
乎な寧を乱す贼法が功を禁し、ホ 
盤までリ3ド。本田も M 人技で視 
回、シ]ゾ！ゲ I ム.となり 
の同点で前半終/。 

酱お、本叫はコンビがとれ始め 
コン ビネ I シ3ン からの ロンダ、 
カット イン 攻擊と多彩’なな暗 •で ；I 
ホ 码リ！ ドをなる。 イー グルスも 
よく頑张つたが、括によるハン 
デイをホバー化来ず、ぶ WG を‘ 
大挪の好守にもをし逸られで、違 
に腊ち-星をく今季リ t ダち終了し 
た。 

A 掃陪日：> 

VU 月7日(日)おを显がお背始 
(愛知) 

大.阔部{剛1^}が瀑永製寒 


婚 


-リ」1 

〔 S 勝2破) 


〇…鋪ホの壺おな フリ E K 口！ 
で始づたこの試合は、露大问が 
见モを政む.お縣した。 

Aw は、岡いディフェンスで嵩 
みの欢型ぬリズムを分断し、或め 
では巧い嚴卵から蒲を、巧口の口 
X ダを生かすかとおえぼ、.挪 W 、 
まらのポストでの巧掠を糊りま 
ぜで得成を票ねた。 I ぶ、漂永は 
太間 GK •上げに大事なところで 
シュ]卜を配まれ、今 I ' つリ •スム 
がかみ合わないままに降わった。 

(個人棄彰 U 

一> ベストセブン 

GK 上が爭產(大同带话鋼。 

FP 靖ホ栖明〔大同特禄湖。 

田 n 揣利〔大厨輔裸销> 

池ノ上專巧(埋お製：翼心 
西山端 ( y 轟製锅) 

長野遠 t ： 大睛軍気」 

辻本孝仁 C 大販イ I ダルズ) 
V 口雨多谓点 

西山浦(：！！新禪綱}加点 


女モ 


A 第 t 週第'-日 V 
.VW づ巧吕(日)辄當巧な粧なが 
資韶(埼壬) 

大帖電気哨 /加 U 2} 即ジャスコ 
〔4勝'一 (3 錢 1 能.) 


〇;大蜡 ずべ り 化しよ ia で' 
リ！ド、舉'相ちのリ t ドから译お 
摧のロング、 フ H ィン トと シユ— 
トボがまる。雨乎]ム GK が巧 三 
のピンチを防ぐ。 

ジャみ コ をは：江本、描山がよく 
健開した。 






1>凶•巧ぶ 山 怯 育铜萍湿) 


つて決まった。口立はェ] K 不を 
で、よく謝いているが得点に結び 


火 和？巧磕=帮化屆？こ S ず 


C 2 路2敗) 


(日贱) 


〇 …前平おたがい堅さの見克わ 
両ホ I ムであったが、8かすぎ大 
和若水の速玻2虛敕から大和べ] 
スで終了。後半化国几木の活鹰で 
巧かすぎ^3お差重でつめるも、2 
本の P T お戚等がひびき結局大和 
の逃げ切りで^した。 

A 第2過第2日 V 

巧 S 日(日)昔松あおぶ化セ 
ンタ—別师(吾川) 

ジャスコ艾 r 夕は 

了勝1賊心 (4 叟 

〇: 堪熟した巧ゲ3ムを殿聞。 
おいにホの巧を巧りつくした罔ホ 
で玫致あぐむゲー义が多かづた 
が、両チ I ムょく走り、邮半を8 
封 S でがり遍ず。を半に入って 
も、逆咕につぐ迦転で瓶りをがっ 
たが、 S か過ぎに3鹿差を.つけた 
ジャス n が辛くも逃ばがった。 
可：！，高岡市巧体背館(宮山) 

立 右.帯摇洲{拙て n 立お木 
7勝) C 1 經4股‘」 

〇… 立む電気摇化遅ホ W 点、ホ 
下逆手 W 点と二人で7割をきめ 
る。また U 点がペナルテイ[によ 


V 同，境摧市巧体肯能(鳥耽) 

だお ザ， 巧{巧細) K 菊狼巧 
(3 勝1欺〕 (3脈3敗) 

幻…ちいに これと 貢った決め手 
がな.く W か過ぎまでーザ1。また 
立.いにパ K ミスが g 立「たがブラ 
ザ！ポク まく 樽点に結び7対3と 
前半如かまで則舍離したが、戏り 
日分で锦木で、若水、莉お.と3述 
疏ゴールし7対日で前半を探了し 
た。を半なせで S 対目とした乂和 
だったが-度 もリ T ドすることな 
く、ブラ ザ—が振.り扭った。 火 和 
めパス、シゴ]トミスが残嘘だっ 

ち 

A 街3週累1日 V 

月耶01 (+ D 大脈でホ-お体育 
賴(大阪；一 

ジャスコお太巧繫巧 

(日雅1敗) (.。酷4裝 

日：.卽ホ扯かまで大和 Q 川添、 
被成のロンダ、をらにお庭の両サ 
ィドかを.のシク !卜 がを まりシ t 
yt ゲ—ムとなったが、秋成に マ 
ソッ—マンがつかれるとジャスコ 

の連攻ぺ f 夕に'なり-5点連取 R ■ 後 
ホ尚 H >1 ム速玻 XIK でシ I ソ I 
ゲ E ムにな「わが、を所に GK の 


が守がをり黏餐を挪かした熱狱と 
なった。結掃前半の終りの連取が 
嘘欺めがかれけにをった。 

&>间•京都府立体育館{，な郁). 

立蓄援巧品 rl )3 K 了 

(日滕) (3 麟2欺) 

〇…立石にとっで京都は举ホ3 
ム f ラウンド、大応摇卸の声援に 
こたえてハツぅツとをりまわって 
快腺した。立ちあがり、立ちのか 
人 Ar ヤの遇続2本のポストシユ 

]卜でスク J 卜。力-卞む拴息と 

リ]于の長さに、ブラザ1ディフ 
ユンス障は嶺しきれず设則にわじ 
或まれた。な後プラザ[はずるず 
ると なずすべ 扛 なく リ— ドを許し 
でい「た。大黨リ I ドに I 局調子 
をぉげた立おは、報半若ホを繰り 
化し速ぶ、カットィン、スカィブ 
レ I 等自曲目をにコ t 卜中を型を 
のュニブホームが駆けめ-ぐった。 

V 同•石川瞎立张育姑〔む川) 


H 

ビクタ 

了撇4藝 


巧 ( IU 强 m 蓉 
:]] (6 毁 


〇…酣ホ化国ミスが HI 立ち-苦し 
む々 I 方 扫本ビ タタ！ はよ く走 
り、妻聚な攻めを展銷； ^—6 と大 
きくり 1 F 。 截半に入っても in 本 
ビ タタ T が認に玻'めた'.てる。一方 
リズムをとりもどした化超銀む、 
八木を中むに懸命に追い上げるが 


欺なずで 

A 第3園弟2 BV 
皆のお引 n ( U 一 神戸が立真が 
育晒〔兵席。 


目进ち.太崎に得点を詳した。 

A 思輕週嵩 1 曰： > 

1>U ち 3 日 (巧) 日 新觀 涵妈ホ 育 
館 (皮 邮} 


ブラザー 

ェ (is 


日 (叩 J ぶ 




ク、心ビジタ^ 呈姬木里げ S ぶ化闻毅巧 
腿日敗〕 (2 蜡5嬰 ？嬰 


0…前半雨チ ー ムをも早いパス 
マ3クかをミドルシュートを多巧 
一遍-退の坡閑となった。後半に 
入り间じ状態がクづいたが、両チ 
—ムとも絹なシュ！トボ y 立ち姑 
め、 ドク バタゲ]ムが.つづいたが 
ブラザ]が碼追にボ—ルを回し、 
ボ スト、サィド 攻墅で捂点したの 
に 姑し、 ピ タタ！は嚴銷が 蟲く無 
理な.シュ]卜しかがおずブタザ f 
の.速攻を許した。 
y 同•祐ホホ捣合化育姐(扼本：} 

大摇雲拥聖 SU け}が H 立硫本 


'(日職) 


(.1 酷5敗) 


〇…開始 3 か R 立が 1 点を光れ 
したがすぐに大崎も返し、日立の 
GK のがずがホる中で互いに1点 
を争ク激しいせり合い。 U 分過ぎ 
大崎の西がシュートを決め一一巧得 
点を記靜。試合を一時中断して巧 
たばを受ける。この西の記念のシ 
ュートあたりから大崎は扫立を喪 
き被し、その後も点を加えた。 

渚半4¢立ち止がり R 立がよく撞 
閱を見せたが加か试降バスミ 'K が 


〇…前半 2 が、 口 立•栗摘の力 
ットインプレ t で先行、大高の口 
ンダシュ t 卜と速攻で連髓揭点ず 
る。 I ぶ、化拐殻朽は A 木ががん 
おったが、口立の高いディ7 :ン 
スに狙まれ得点にならない。 

を半も：0立•酣田の連耽で摇庶 
を垂ね.に。 

化箇をを半近いすがったが、チ 
—ムカの盖はどうしようもなかっ 
た。 

〇同-無本県立操合体育破 C 謂本) 

立石靑踐の品！刪)如太靖甫気 
(5 勝) (6 腿1殿〕 

〇…立石：力 I ヤのはれかえを 
シュ [卜 め晋点により、ポスト、 
ポストから-のパスと日—〇と点が 
卵く 0 

西のシュ t 卜、李のシュ—卜、 
ディブ，ン'スの載会の良くなった 
大崎、みば頃より互ちむ摄開とな 

った。 

輕半、大歸点差まで詰地寄う 
たが、立ち-木下が PT をかめて 
ぶげ切る。 
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日本ハンドボールリーグ最終榜果 
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卜 V 


^ a 


り—ドも患って多彩な巧撃で口か 
まで日点埋取、卵対：5:としで随贵 
ををめた □ 

A 愚媒日 V 

1>::::ぉ7 3 (日)を古屋市ホ^?::®. 


(愛知') 


大響站器 N 背 ST 

(6 照1敗) (4 盤.3股〕 

〇…拙半、太幅が李な姫で光取 
ブラず一も植田で同点、その後大 
嘘の进いパスワ—クをプレスディ 
フ兀ンスで相手のミスを窺い連攻 
で加点するブラザ]、追いつ追わ 


れつのゲームになる。邮ホロみ、 
太歸■西のロンダシユ！卜が決ま 
り日ネリ E ダが得点おお録をつく 
る。 

後半には.いり大幅の玻擊のパス 
ヮ]夕がょくなり1また、.プクザ 
TQ 攻壁のミスを速なに結がつけ 
8せに进お。その暖また追いつ追 
われつゲ—ムとを「たが、换半如 
をブラザ[のディフ hi ンスに疲れ 
が見られ荒いディフてン义になり 
杏歷ボお場させをれ大幅にリード 
を許す。 


巧お 


ちよ t 二：、，，. -Vj ■■■■ Hr ;: •- V 、 r * ■■■、、■■こ，■•よ** t *; •■■ぶ， t 二•■ぷ，■ゴ J ，* よ电 

.〔個人表彰〕 

V ベストわブン 

GK お部廣子 ジャスつ。 

FP 木下智テ..(立ち電機) 

かティッ了■ィレッシュ 

(立が電磯。 
李京姬 C 大妮宅気) 

杏源礼ず9ラザ1ェ翼') 
A 木卞津子〔化岡韻巧) 

が最多得点 

李お媪(大職電気)が点 


V 同•抽棋原ず立摇をが S (神 
豁 W 

が夕 J ! 證 M 苦大聖た 
(己睡'日敗〕 (2 胁-。敗一 

幻…第 7同：！！ 本リ T グもおしせ 
まり各ナー ムとち直勘‘拒が館しく 
なっで來た。ビタク—も大巧も下 
位を抵迷し最齡ゲ I ムを迎えを。 
どちらもぉがをかけたゲ[ふであ 
ったが、ゲ]ム閒始時からビタタ 
t の得点，刀が大和を上回り、祕调 
の経過ととちに差を聞いた。 

酷欺とは別に得先点の差が順位 
をがずることになるので、両ナ£ 
ムとも玻終まで山戦した。 

A 最終週第2目 V 

vn 巧 G 日(上)円自ホが立体育 

髓(一二雲 

な石南機の(山：：卽) K ジマスコ 

(7 勝) 〔日隘2敗‘一 

01リーダ跨勝のかかったが m 

だけに立ち--^かりから気迪のこも 

ったがゲ I ムを歷脚、先乎を取っ 

わぶ.むがポ义卜のホ t 卞をぅまく 

使って前半 U 対 18 と4!ド。 

後半に入ってジャスコほ GK 矢 

部9再 S にわたる齊ずもをっで懸 

ム叩に逝い上げ、じ.巧には巧財 W と 

した。しかし、をの後は立.おの堅 

いディフェンスになもあぐみ苦 
鞭、一方のホ石は裝山、木下のが 
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ミシンから… 

エレクトロニクスまで 


X 業巧ミシン•泉庭巧ミシン•電子機器 
攝梢，或庭電気数品-搜戰附帯お巧 



国国 





3ホ总蛋ぉ : oei なな岩な 

ち巧本な巧京がをお区お R 巧巧の 
巧話03{のか大巧巧） 


第 W 回を日本自衛隊選手権大会 

自衛隊日本一に 

具(海•広島)が輝く 


駒お体育館 


第；^越を：！一本自窗嫁(ンドボー 
ル選手橋大会は、 n 巧2、3、4 
り、歸狀体巧艇で隨催された。 

自お践 u 本 I を結ぅ盤子遇み.植 
の部は、をプロック巧援腮もしく 
は、それに準ずるホ—ムの，#邮で 
熟戦が操りなぜ色れ、具(被-巧 
鳥)が、5連韵み益ぅ常勝.勝 E (陸 
•を城〕を带々決離で做り、その 
努いに乘って誤揽では、これち初 
進诏のぶ焼ぶ® ■絹本〕を：-し 
て堂々初瘦腦の梁就をおとめた。 

女'于の部比、 I 二宿み央搗院(輕 
，畫琴0看護骑さんチ—ムが3 
連騰を邮自、が年の郁では、陸- 
海 •进の巧表によってを われた 
が"能醫生お隊(空*墙玉)が初 
蜡幡し、壮ずの邵は、ホ柿.滕の 
OB が2述腿した。 

ところで1々巧故大会を振り返 
えると、各種如めを鹏を輕海をそ 
れぞれがが上くかけを「たが、こ 
のことなただ舉にをチ！ムが所厲 


八男子選手権の部 V 
Y 回戰 

M 黑酬 N 姐 W 下蜡 
轟’置) 〔海4燕) 

新 択 2 f 日—。一 U 宇郁宮4 
祕衛医大11日—む,！ひ施 幹 
豆"同，埼ま 〔陸•お惠' 


ホる陵のを誉と感情を求めての峨 
いだけではなく、をれ城外に、陸 
茹空則の対統意識の殺しさめ.损最 
であ. り、 白術隐ならではのユ ニ— 
クを祕があった。 

舌の他、骑にが敢に巧ったこと 
は、か年の部でキラッと光る燕智 
に意まれた谭手が活曜し、この遇 
ホ迂の成長とともに発戚していく 
と考えられるみマ披のこの大会'が、 
太いに楽しみである。 

また、女子の部では、入隊して 
からハンドボールを始めた人ポ太 
半といぅのに、 G 広の攻ず、 F ? 
めがブレ I の砸髓で会掘を大いに 
滯かせ、淵る者を盤しませを。 

與もの化年の部では、じ効'大遍 
◎キ J マンである當永大を妻員長 
(円衔隊連盤现宰段}.自おが、が 
歳とも思えねハッスルブレーで乂 
会を喃り止げたのが-印を的であつ 

ち 


習ホ野—了 V 。ミ 宿 
1 空挺の 2^918 中央お臨 
(陛千葉) /噓梅空 M 

忘京 J 

神が爲 N 皆をを 
C 煙•山繫 〔陛 * 替ま 

北滞ホ及則！。) H 東立川 

C 陛•梁〕 塵•雲) 


02回戰 


码 が 


で 


巧腺 


巧 


C 陛■茨城〕 

非 B 器：：若隠目| 


け施禍口ひ神町 
〔陛•歡城) 


北照ぶ义を滨 
(陛*神奈川〕 


な準み勝 

貫 巧/お [ J 8 禮志臀 
白王日」8 1 巧挺固 

ヒち。. yLO 、 g ]? 一 8巧 河 
ゴを4 2立—达 i 1 施太 

0み勝 

吳 

<少年の部 V 


ぉ(北 U ) けホ黯本 


鮮 普り/日1_.。\6武山か年 
生徙踐玉：：：！达1 H 科学校 

武山典年0^^—5一4江巧島1 
工科ザ檢自芯！も了攫を祕 
部 

^ _ぷ蓋16 一 5理を 

生祀陽2品 —g 了^を姐 
八ホ子の部 V 

三.宿 1/614 ー ホケ往 
中央病隨11513、アツッヴ踩 

<社年の部 V 


ホお蝶扭2/6—自一 I 义里お战 
〇 日1\6|6;ェ上〇 B 
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便利です0タイヮキヤツシユカ— K ) 


ダイ巧キ甲ツ化力 H ご1 J 
妆で、现をのお顽 tv 
れ、わう I き化し、判ワ本 
ぶ巧や他がへのわ樞り述 
みなど力なピーグイに卞ませ 
られます。述鴨も'、ンコもい 
りません。パン巧なけ女.志 
なたもわ特ちじな!?ませんか。 


端け人れレ がけがしレ が柳立み'' 



娘か雖每毒 

巧を 1 1 ミ巧も’’ 

发 r もけ〜 の ぉおわぶ Ai ミ，み 古 かじろ 
なながぶ要で十 ■ 


「筆ラキラ 


ジェット水流が 
歯と晒ぐきを 
守ります。 

■をブト本流が曲 C き 
の指康じよい施なな 
剌激を与えまち 


品 


シサワ—でなの汗を流すように， 

贿のよごれを蒂としてシェイ。フアップ"ぃ•せべホスを洗ぃ谎し、 

::臭を陆きま韦 





ろ/ 



蠢蓄ウ I 客 

^いにみがけまず。 

•質ちさんわすすめがム〇 
の、正しぃみがきぶが， g ブお 
■でをまち 巧： S | 心巧 
• 7 ぉの站さでみがけ關 
る巧—リンダ式です。〇以が 
•充軍式だから、なせ^巧^ 
じもががでち 〇 JH 
•巧みがきの時岡のわかる 
げが計つきでち 
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昭和 57 年度関東学を秋季リーグ戦 


日大間東ホ体大胤が優勝 


暗 巧 年度 関寅学を 拱 幸リ！ダ 
戰 は、男子が一部から6部、ホ 子 
が一、2部で、9月な日から W 巧 
が日まで約1力巧にわたって熟戦 
をくり広ばた。 

現モー部な、巧をしたホを発揮 
した日大が赛につづいて障勝、か 
子1部は東女体大が日お乂、筑戚 
太をせり合いのま退け握聴を飾ゥ 
た。 

入れ替え戰は、：：：月2、3日の 
両日巧なわれ、男子 e 部の和光太 
関東单棉丈、日部の創栖太、武蔵 
H ホがをれぞれ昇格した。 

■ こ二 IIIMIII ニニ ■I 4 t* ，44 £ 4 l 4 , こ115 , •■■ こ； ■±.lllli ，， l 44 l ，， ls 4 rl ニニ IIN 1 II- 

総評 

學連委員長宮觀良化 

~±|="= 三二，こ - 11111 ■= 二 l=M ニ ニニ こ 1111111 ■= 111 ■ て ■■ 1二？ ||||||||==|| 1 二 

八実子1部 V 

無車リ！ ダ 樓腊の日太、架口本 
竿 生慶腊 め筑波太、パ 71 め：；！！ 体 
太の II 一輔'、それを迪ぅ岡±太、中 
太、 3 HK と 显られていたが、 聞± 
大、めチ！ムヮ1夕に扫体 
大、筑波乂 がきしめられ、 口が大 
はみ碳夕 2 欺、 镜波太も 同女大と 
引きが けてしまった。 

中織で2股した日が大は廣勝财 
望 I みを他とれたが、恵地を見せて 
韩波大に 法 勝、日試合を終 T した 
睐点でを腿は円 火、 1かが部波大、 
1敗1 みが 岗壬乂、^と a 体大 
が2敗といク混峡となつた。 

結巧、 R - K は全陳で语隙、パワ 


1と于1ムワ]夕で2驳：を守った 
中大が S 化、3を减岗±犬、4化 
筑波大となった。 

今畢リーグをふり返ってみる 
と、間巧された筑波乂、日捧太が 
掠遮し、述にま、离壬火などの 
乎— ム V T グにまとまりの去る乎 
!ムが台頭して来た。また、ディ 
フてンスの力のあるチ—ムが丄位 
を占めでいる。パリ—む于 J ムに 
は、やはり松ヤニの禁止がひびい 
わのではないか。. 

R 大は、实力、チ E ムヴ t クと 
もずがおけでいた。覆聽の最短眶 
離にいたのはやはり口大でをっ 
た。、国十大めを靖は目をみ 
はるものがちり、インカレではを 
:： 2 されるチ—ムでをる。 

扫体大、筑波大めこれかをの密 
拉を望みたい。 

八女子1部 V 

前評判溃り、日ホ大、现波大、 
萊女体丈.の争いとなった。 

日体大、筑彼大とも還中でを福 
省が边てべストメンバ1でなかつ 
たこともあり、八止体的にリズムが 
なくが閱をな單で苗ぅた。ディ7 
ょンスも関述が'なくミスが行立っ 
わ。東女体大は y ンバ T に変鼠が 
なく「段とまとまりの-あるチーム 
に巧ち、また、個人個人も鴻閣に 
がびて来た3年をのぶ長が醫しく 
優職への大きな原動力となった。 

日体乂、筑化大はそれぞれめな 


さをある疆 度まで 宽柿したもの 
の、攻を、ディフ，【ンスとも庸ホ 
ホ太の方がチ I ムリ ー タの酣で 一 
歩上めよぅであづた。イ^^ヵレで 
の 日 お大、哉波大の汪上りを 期 侍 
したい。 

運が学甚大が考ずリ]ダー兀 気が 
なく 最下 拉とをったが、鬼京お尝 
大に敗れをかった获城大の 成長に 
も 目を 見張るものがある。 

A 男子 I 部 V 

中央乂型祉 Ms ) む早賴町大 
筑报大型 SU け}卽罔 - H 大 
n お大如命 U 湯)が 法® ホ 
口 本 大酱刮 1 S ) 视 暨応大 
一 > 日月现口 

り本太艾则 U ) 化 法 政ホ 
日が 乂延 .祉 US ) 化 慶化大 
国± ホの 命 U 山巧 R 品男 
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茹. 
波 
太 
26 
iSlfi 
II 
8 8 

16 

廣 

应 

太 

円 

体 

ホ 

27 

1^12 

II 

iOlB 
^一 

23 

を 

誦 

の 

大 


聰日狀)®早稲田 火 (1 勝6敗) 

風暖娶(〔/欺) 

V 擾黄遇手 

G 区轟出陆光(曰木太) 

FP おみ， 宿(国十一太) 

永せ池□(日 t ) 

が瞩治也 ( R ^) 

营酒隙辛(日本大一 
拍 n 陛 ( n 本大) 

中川英二(中央 乂) 

可得点王 

池 E . 腺国±左那点 

< 男モ2部 V 

V 日月 sg 

東ぷぶ UIU 巧豈大 
vg 月姑日 

±5 把 Iw 山お海太 
可9月‘如 m 

止智大 リ東京大 
顺ち大 の 一 刘巧城犬 

言月昔 

垂巧芋芸お &1 W 賊灭火 
巧2日 

東がザ芸ぉ别汝が太 
V 山月3曰 

或扇 ザ 苗大 5; IHJ 明虽太 
1>3月9口 

陋ぶ大 上智大 
1>2巧 W 口 

虫京学苗大助1巧横お国大 

透月 UU 

おな学芸大弧—3上智大 
順天大 け一け棠お太 
を海大 如 IU 攝お国大 


VW 月巧日 

措裝齒大邱1じ上智大 
東海ぶ 別明麗火 

VW 结 U 

巢親大 如—绍藻な学ち太 
槛興！一大の]叫明お太 

V げ择口 

順天 -K 抓—？^馈ぉ国大 
茨城大 训—巧—大 
上智ホ 巧1:3明星火. 
来を孚菩太が—邹お京大 

覆岛日 

茨城太 裸；お尚大 
隶瑞大 お — W 亲京大 

{> ち普 

上智大 U ム波城ぶ 

{> 明月 ' S 3 

順お太 S — 洲追常大 
班城大 別—ほ明盘太 
集を大 抓—の城お国乂 
ys 月鸦 U 

菜京太.則 IW お城大 
巧卽 H 

順天大 如 i ‘ 化站虽太 
(順粗； J 風啦巧太®重安ま心太感 
お顆大通茂城太© KH 巧太⑥上轉乂 
@横1ホ®叫虽大 
A 里モ3部 V 

p >'9 ぶ巧日 

明治ぶ な教乂 

言盈日 

神奈 W 大巧1巧立教大 
巧沿乂 别！の垂巧理科太 
芝浦工大が—別防祐大 
大宗ぶ化火 SI 3 巧控大 


一 >3巧2円 

専修ホ wis 立教太 

|> 巧 

帖街大 如 1 が怖皋川大 
芝滿工大姐庸お理科火 
|>2月^日 

晋接乂 洗 IW 明治大 
可 3巧 W 日 

晋浦エ太の—けな教ホ 
享搔ホ 妨—川お巧规科大 
明货太 お一班神魚川ぶ 
防衙大 の一;^太束义化大 
可 W パが H 

#な理科大巧—如立教太 
明あ大 卽 IW 巧趣大 
造爾了大お—紅濟を大 
大莱丈.化大别 1 S 神奈川大 
月如扫 

明错太 徘—如芝沛工大 
太奉文化乂站1如牵巧理科大. 
f 大 お t 巧 I が大 
立敏太 巧—巧お祐大 
〔順位〕領を補工大③専修太趣巧 
治大通大寅女.化ホ f 京理科大⑥ 
站術大風立教大蟹神奈川太 
A 勇を4部 V 

V 日ち背 

文教丈 巧 [6 お京経ホ 
畫が唐火 ^ In モ葉エ火 

V WHn-SUM 

千葉エ乂叫—の I 橘太 
愤提捕科太卽 IK 姆ぶ太 

▽算 wy 

•: 構大 別—巧青山学晓大 

覆な H 


V 叫巧 qk 

早稲田太里巧^^::慶応大 
巧 - H ホ里川 UV 日ホた 
R 本大が而 U 那)ぉ中み大 
筑波大是門川て法政ホ 

一 >の另が u 

一:±ホ里いぶなホ 
中央ホぉ ( IM 里け慶お大 


日 本 大里覇^)巧 渡 ホ 

VW 肖昔 

法 城大？？ 而 U て鹿ぶ 大 
中典大聖 国± 大 
頭 波乂驾此 U 皆ぶ早靖阳太 

n 本大思古 H お太 

(順 怔ぃ感 りえ - K ? 隙) ③中夾 
乂 ご。 顆 2敗；) ③国^ 太 C 4 晚2 
敗 1 か)®魏波大 (* 路 2化 i 分} 
魯 日体大 (4 践 3敗)⑥法政 大ハっ4 


就施ホ與 . IUI ) ぉホ央大 

中央ホ里如 Ml .) 辄 n 体太 
。ホ丄八の(が1^)け 3 i 4^太 

法政大里师ぶみ構《大 


白が大坚 SNljs 瑞故大 

日本大里把け早稲田ぶ 
ぶの日 

国±ホぉ品晴成太 
中央大及恥 1 S ぶを駭太 
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青山学院乂站 Is 措お商科 太 
畜ち 

埼 ぶ お一旣靑山学院乂 
VW 巧日 

梢 浜 商科乂加—如竞が経给乂 
ぶ教乂 則 1 U 靑山が院大 
『橋ホ 站—巧埼 KA 
vs 月巧日 

を京携大如—进一楠大 
モ頸工大^ IW ぶ邊火 
▽ W 巧け日 

東猜踞太別 1 如輯お商科大 

一>晋普 

一碼大 W 1:5 乘京挫済太 
で教太 HJt 巧城お商科太 
一ぶ别 U 

蓮お鹿火の皆山が院大 
千 薬 エ太别1則械裝荫科大 
I>w 月？ 3 n 

背 山が聰大が—が贵を軽済大 

|>赏習 

-情大 SIU 侦お雜科大 
恶京鹿ぶ加 i がおを保济太 
ぶ教大 別— け端王太 
VW 巧卽 n 

お 巧農 A 巧埼玉尤 
变教大 けし化一福大 
可 W 月那 y 

半 葉‘ H ぶが12杂なおあ大 
ぶ教大 別1巧造が農ぶ 

X 结 U 

す蒂 エ乂糾 宵山学院大 
V 叫月細 R 

靖ち大 化 t 巧千葉工大 
(順位〕①乘京廣大©ぶ教ぶ⑤千 


盤工大® I 摇太感埼玉太⑥横お商 
科お®营山爭院お⑥東な捶锦大 
A 勇モ日部 V 
可目月郎目 

都留文种大の—け独協太 

|>皆2日 

如伽ぶ 孔 IW H . 本工大 
独協乂 郡1化楊興 I 
武祿工大が—リ武蔵乂 
p > w 另3日 

口本工大の—化横鸦巧大 
武疎大 如—が麵協太 
或親；丄火别 IU 都留策巧太 

v : wm 9 u 

武商大 如—け.祁留文科大 
武蔵 H 大刖 1:^ 独励大 
VW 月の n 

都稱ぶ科太の—!^東京エ火 

vws^nn 

創«大 甲が武蔵大 

月巧 n 

創佩大 の—巧東京エ乂 

創伽大 の—扣辄留文科大 
武屬大 

独疏大 WI 7 おな工人 
武鼠工大不戰髓日本工大 
月じ n 

武蔵工大巧—巧東京工大 
都稱文科大お一ぶ日本工大 

X 月祥 

創佩乂 如—巧独協乂 
U 本工大が I 别武廓ぶ 
一巧州日 

が城大 如 IU 竟な H 大 


創而大 犯 iu 武厳卫火 
都留文科大如—:樹滨市大 
7 W 月の日 

n ぶ X 太如—把独棉大 
损おな大如武蘇工大 
VW ぶ别日 

創伽大 别1?3稱浜^ 
V 3 巧の日 

精妈ホ大の—巧車を工大 
【：順に〕忠測础太逾我戚エ乂③日 
本工大®武蔵大题郁讲で巧大⑥独 
協大顿楠浜化大®東な工大 
A 窜モ6部：> 

▽目巧泌日 

十葉太 邱—化和化大 
麗沢大 抓 IW 拓站大 
関東学臨大抓1巧お泮大 
I>w 月2 口 

お光ホ 不戰聯山现大 
千薬大 E ^ IU 成膜大 
盤辩盤大討]巧拓賴大 
杂京工尝太 U —。 魔的大 
VWH^SU 

謹大 別—化明が学院火 
一月7日 

击泮大 別1巧東京興エ乂 
▽ W パ 9 H 

関東罕臨太對—巧畫巧農工大 
巧のおむ □ 

玉化大 如ぶ際大 
ow 巧 U 日 

東京エ装大不戦勝お趟乂 

VW3H 

玉川大 巧明おお阮大 
東おか扉乂 StW 運眠大 


1>肯苗 

都立太 础—のがを学臨乂 
崇お應太別 IU 拍補お 
幽壺子院火別！お東蟲外 I 
東洋ぶ 拟薄京 H 尝大 
V 3 巧ぶ日 

都立 A K 1 巧ム刊菜 
聞指孕院ホな一。山梨次 
玉 W 太 巧 IW 千薬太 
関泉ザ棉太嫂1化亜邮並大 
萬を曲壬太的—巧奎おエ袋大 
東京外鼠大耶 IW 窜洋乂 
V 3 月£：;日 

都立乂 巧—千巢乂 
山 f . 成暖乂 
和光大 巧1:^巧を学蜡乂 
關皋孚院太 51 お東京 H 芸火 
燕京外語火巧沾殖大 
匙お大 WIU 東な践卫火 
おおを大加！？5お泮大 

器月背 

亚辑皿太猫—日$巧殺工大 
和光大 S — 巧成燥.乂 

▽背2日 

郁么大 ぶ — U ' 玉 W 大 
千 i 班—化山製大 
亚袖亚大お—3隶京 H 芸乂 
选肆大 則拓媚大 
桌京外語大が—加邊巧度工大 
関東が院大の農お大 
巧如日 

玉川太 wt ほお心太 
成廣丈 抓—巧補な大 
開ぉザ院太35|5::^千遮太 
聞東をお大別—巧巧遊大 


が袖化ぶ別 f 巧麗おお 
一>.3月站日 

辄光大 別—？都立太 
|>化月别日 

お阵大 WI 巧歷祀乂 

をなか語火那 I む隶京工芸火 
可照拉がを戰 

m 棠学院乂糾！那和光大 
〔順が〕®熙輿孚阮大質驻光.太® 
亚邮並大®玉 W 太感東京化謀大⑥ 
郎ぶ太⑩樂が大愈モ葉太⑨惑沢火 
® 成擊大@東お胜1大@明治学お 
火®東を H 苗ホ®山拓殖大 


A かモー部 V 
可9ぉの U 

束お体大里側：：^.て日ホ体大 

H 体ホ里 lu ) w 炭城大 

常ぶわ 0/?^17で朵 を 
铺泌ホ立 8 IUY ザ芸大 

|>9ぶ巧0 

甜波大器 M 若雜芸减 

D >9 月那日 

南女体大？8(如茨城み 
『体ホ抛 ( gu ) な輔芸が 


一 14 一 



日ホ棠祁 u ;;)4 載城大 
ys 月 ly 

柬ホ体ホお扁 u 了获城太 
及巧3日 

おホ集及鬥いて妄お大 

なが - K g (而錦.气础 

筑破大又巧パ了歡拙大 
ys リ3日 

筑彼大里訓 UV 找城大 

g 体大典リ u ’) u 县奠 

7^月8曰 


体大？兩 U パ} W 日ふホホ 


|>化 ぶ 9日 
筑波 ホ及刚 い；： 

拓月 WH 


り体大文^て東女体太 
筑波大见圳 H ホ体大 

ま女体大义扣 U } 巧 U 怯大 

。表大諸=荐關ち^^ 

班おげ R 

東よホ太け ( gl : 川}ご巩 r 化ホ 

□女がホ里 IU ) 品ち！^ 

V 2 月 U 日 

庸みが太抓{心 u ) u 统彼乂 
可化巧の日 

日：^ 乂 u (^ uw ) ご巩波.大. 
目ぶ体太；训 N む)巧を城大 


柬 な 9 fs — な一9巧をお 
学芸火 11 UISY 孩城ホ 

V 3 ぶ別日 

t 化が - K U 命いて聞；尝5 

一 > w 月の日 

n おホホ处 ^7 S ) 化成城大. 


患女保大郎 


( gu 真，が诚 


)。 n 案太裝古受が ( p — sr 遗 ''ぶ 




学芸大 


V ^ M^H 


n ホホ丑 n 处 U 請诚大 

〔順位〕®東ぶホ太 (8 脈2か) 
⑤日ホ大〔日勝1服3み)感现波 
火 C 6 腿 1 敗.3分〕霞日女体ぶ (4 
脯6敗)®狄城ぶ(ょ隙 K 敗1か) 
風其京を芸大 (i 勝 a 敗 1 分}. 

r 復を選ず W 

G 反大巧みゆき C 朵女体ホ】 
F ? 増子を巧(東ホ化大‘) 

節木铅恋モ(泰み体大) 

田島預で(宗ホ体火〕 

国府さわ装〔口体大 .} 

ホ U 特 ( 日ホ大) 

山口瓶乎(閉城大) 

〔桿点ぶ〕 

難木智處子(まホも太。如点 
A ホ子2部 V 

Y 是日 

文教大 如！3钩が大 


杂猶大 祀 13 都価大 
千葉明徳摘大秘 —7 お扭义科火 
モ薬明磕頼大 FSIW 概お国太 
可の巧20 

文教大 如 12 お鸦国大 
D > 化 月3日 

蒂晦大 のム塞乂 

部栅大 UI 6 横裝国大 

V 晋？日 

戒祐大 站 [8 駒お乂 

0话日日 

文教大 f 日難火 

完盘日 

顆於大 乳1じ学習臨女短大 

v げ宜日 

ぶ戳ぶ- Y 4 藝嘉大 

干靡惦擺短大が [6 創細太 

忘理日 

描妈国大如 18 陶が大 

巧 W 月 

創肺火 巧 13 を習院女お大 
部稱文科大9 — a 創闹大 
モ巢明徳跑太 SII 化文教太 
都留文科大 W —3 锅报大 

1>皆け H 

で禁'明砸短大仙—〇带習賠ホ桶火 

1> W 月皆 

鴨转国大巧 1 日お習お女病乂 
▽化月の日 

1 A リーり-お填国大 
义なよ 撕12ザ習院み短太 
都留义科火； si 、 横県国大 
モ遮.明禪履ホ％—4靜が太 
VW 月如 H 

都留で科大化— - r 学習院ホ.媪大 


干葉明施猜大別お解大 
創佩大 野 1 W 駒沢太 
一巧の U 

廉滿ホ 刘17邪閱文科大 
〔順拉：.雷で葉明徳姐大感番海大 
©文殺大風が强文科乂⑥創他太麼 
横お国大®闽报お感ぞ得院ホ煩大 
A 入れ替无戦 V 
vnuH -2 u 

和寞 狐 1 S 战浜市大 
(6 都リー粗) (5 部？ 枯) 
幽乘学摇火が[け 京京て 大 
〔6部 1 的.) 0。 部自段 
武磯工大如 IW 青山学院 大 
〔5部2 愤一 7 部7 蜡 
創师大 到志京韓済乂 
(5 部1 故) (4 部8促レ 
c > u 巧3日 

立教大 £日ぶ 敏大 
{’3 報7牠} (4 部2極〕 
袖奈が太扯！別走お照大 
〔3部 8 位) 〔4 部 1 位〕 
牽風が某ホお一扣千葉明楠磕大 
(女.モ L 報 K な；} (女モ2帶 1 怔') 
早碰田 大处！ パ" 尊 京. ザ 甚大 
了部 7 控 (2 郁2位) 
度な大 順ぶホ 
( i 報 S を」 (2 瓶 1 拉. > 
桃鸦尚火 2: — 巧專握大 
(S 部 7垃) (3 部^化) 
が 星太 巧里 浦王乂 
(2 部 日位」 (3 祁 1位.} 


— 1日一 


男子 


議優驟 日大 

技禍•戟祐，体力(形避一と于 
ベてにまとまりを見せた子]ムで 
志る。垣腺して马嫂といえる実力 
である。ハンドボールにがする取， 
り紙み方ぶ真晒円さは、进木監 
督、お井田 n — 于をはじめとした 
コ t チ.ンダス4ッブのぶ捉による 
ところが.大きいであろう。茹部民 


になら丸た 巧 中ち起この娱憐の淫 
隔をもとに、おそをく ハン ドボ] 
ルのとりこになられることで虫ろ 

を、 

曰 A の驰柿の特懼は 1 なんとい 
つてちバスケットポ ー ル， 的な七ン 
スを ハンド ザ ー ルに破 〇 人れたと 
ころで苗ろラ。プロ！夕！の 間 合 
の取り巧な ど ミきにそれで、この 
賴化は 現「1 f 于均新 井 巧巧によつ 


もあった U 形遞 的に 患まれ、 相手 
を就む眼ち 髓 かで、 頭 所要所を 押 
きえ、 シュ！卜をたたれても 、 G 
K ， 藉 m がよく好守した。シュ— 
卜 をなつ雜皂 をつ くるの-が 梢-巧 
で、最借岛 嬰で ある G 区との 職 貝 
にまでが山を残せる チームは ホな 
かったよぅである。 現を のとこる 
日大の場勝は、当溃といえた。 

2位中大 

昨半まで、 スタ I ブ レ！卞3を 
拙え、 これなら 日本リー ダに陆っ 
てもおかしくないと思われていた 
み大も、ほとんどが卒おし、昨年 


て もたらされたもので ちる。新 井 
田ぶ摩、山口 (扭)、仲西ら によっ 
てまけつがれ、強い日ぶの瞄巧は 
つづいたが、その 觀、 ^ンバ t め 
交 化も志って二部に 常ち-るなど祖 
遂していた 畦 期 も あった。今年ょ 
リ成转著しい 巧口が、 こ沿. 戰術を 
ホ 如せるが 邮をマスタ]し、ボィ 
ント ゲッタ E し J gt ドホフマンの 
投 w を果せる ことが で， きるように 
をった ことが大きい。ま お、レギ 
ュラーそれぞれの 実力も踊く、ス 
キ のない ホ 辟であった。 

成 壁山らさることながら、防禦 
刀ちレベルの 高い もので、これが 

祕のないゲ r ムをこなせる お四でまでの レギュラ t は桌ぶ‘人'であドボ]ルとして、 おおをには、ぜ 


る。しかし、キャプテンみ W をは 
じめとする ず 年のか禅も、 C ィレ 
ベルで ある ことには問違いなく、 

K ケ]ルの太黃さは 游 ちるもの。 
個性のある是予を欄えて暖勝まで 
もぅ 一歩のところまでいった。 

3 位国古館大 

GK のお而を掠に、走るハンド 
ボ I ルが段主銷ぶ强徵で苗る。 4 
悅⑩誦波大とはリーダの. 初 戰に則 
きかけている、勝 2 敗1かけ岛 
成績は、節觀大と尚率でをるが、 
娱点点差で3化となツた。走るハ 
ンドボ— ルは、誰にも化束るハン 
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ひぶてもらいたいらのでお-る 。 G 
K •头巧を巧于に日々嫌晋し、脾 
韋をかけているシユ！トカはかな 
りの-も.のがあむ、特に池 m は「嵐 
いシュ—卜補率をちつ巧みなシュ 
1トカを有している。 

4位筑诚大 

昨年まで筑波たの西山か、酉山 
の筑波大かわからをいほど、巧山 
のシュ I 卜の 成否に魔化がかかつ 
ていた钥波火であるが、今年は、 
すっかり戦柿を新たにし，中拉を 
リ t ドホブマンとずるスビ—ドと 


身した。乘口本單ホ雄手搞では、 
最高の 働呈で瘦勝した 筑 '彼太も、 
リーダ戟 では、もさ I つぶ 訊が な 
かった。形涵 的に齒まわない巧ず 
が多いが、 それらの 遇手がます ま 
す裤蜡ずる ことによ 「で、大逊化 
パヮ J 化の ハンドボ'! ルにも、活 
路お顆 いでおいで紙し いもめであ 
る0 

日お日佑大 

が年とほ成同にメンバ]で、ど 
© ブレ I 卡 T をおても、ない実ぶ 
の 持主 ばかりである。 


遠征するなど、ぶ八主の毕贿であ-つ 
たが、ゲームになる..と戟いに乘る 
ことが出来ず3取し•てしまつた。 

今年のが評利では嚴強チ E ムと 
捆靜されでいたが、期待迸りの成 
错を巧せないままでいる。 

学ホの离合では、ィンカレを巧 
すだけとなつてしまつたが、まと 
まれば、愛酷ずる方があるだげに 
'楽しるで志る。 

法政大 

蔚な巧巧をはじめテクニシヤン 
ぞろいのを政大であるが、巧々た 


りに 欠け、それがキ ー ムカラ[と 
なって しまって いるぶぅな盛を受 

けぶ口 

恩活.な 遥子も 多ぃだけに、一つ 
威を破れば上な に楚 いぶむことも 
巧随なチ J ムで吉る。 

了化早大 

W 故 7 化なのかぶ思議なチ！ム 
が早ぶでおる。 

早大描特 Q 荒けづりではある 
が、バリ—とボッッを肖につけた 
チ t ムカぅ~は 巧 蜜らずである 
が、それだけに鉛ってしまっすい 


ディフ王ンスカがつけば相当活 
顆するはずで‘ある。 

目な慶大 

慶大の身上は、斑蕾と描り、そ 
してまとまりである。. 

今年は、早大から-房校した平林 
を加え、火砲のいる度太となり期 
待されたが、中ム選ホをかがでお 
くなどによわ、個々は頭常るもの 
の賊負化来る段階までいかなかつ 
た。 


コンビネーシ3 ンの視浪太へと 或 3巧には、 ル ー マニアへ吊细でんたんとした試な連びで盛り止が る。 



，泣筑がリ I ドホフマン.中島 自な日が大⑩は称橘 


"化法な‘水戸江過 


-位早大巧田(左) 


りを度大の妨爵怯 
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全国書巧じて発売 




り切れの巧をは、ホ風：:お申しをみ 
ださい a 書巧で取りなせて<れます。 


おを<【こまなのない巧は、をが病まがにお中し 
で gww 込みくどさい。発行と同時にお送りいたします。 


■课お巧^ 

于1!0 1|[ま巧さ«をあを32— I -39 
( 0 S ビル S F ) 

T e L {0 3) B 2 4 -Z S 0 I <巧ホ） 


ホモ 


H 優勝東京女子体育大 

しばらく旺迷していわ京女ホ大 
がよぅやく棍提した。日体"迸报 
の優聴をいの陰にかくれ、若々と 
実乃を當してきたものが、 よぅ や 
く虫を槪んだと旨える。 

械畢リ S グは、立さに京あ晒が 
湖といえるもので、り体、筑败が 
モタモクしている問に窗願をきら 


「ていってしまった。東みホ Q ハ 
ンドボールの邸術的恃徵は、流れ 
るよぅに粧梳する攻裝にちる。無 
迅なシ ュ—卜 ほまずがわない。そ 
れぞれが投割に忠龙でおおを止め 
ることはない。最德には、ディフ 
ェ X スもスキも'つくつてしまさ。 

料惹とする旌なも同操によくつ 
なが集に得点しでいく。これお 
らは、円ホ、郭献に剖って入り活 


睡することであろぅ。 

2位 S が大 

一対 I を中心とした攻防と GE 
•窃青のがキ]ビンダ、双び磕肾 
め藤原巧のおおにょってゲ—ムの 
流れをつくっていくのがロホ大で 
禹る。束 U 本ょり中必逐手の天野 
を化いていることは、下械ホの毒 
い U 体だけに、十分ホを発邱する 
ことボ岀おないままに故ってしま 

つた。 


3お筑波大 

搁々のプレ！ャ[め案力からみ 
て、倭聯に最もおい掉圍にいたの 
が讯诚大である。お - H 本で懐腺し 
たが躁から.、もう■歩軒遮するこ 
とが化おず、なんとなく不協和音 
のままにおっでしまった。3年ま 
の山 n 、 師原、鮮木 、 GK •ぶ化 
が健をだけに、このまま綺わるこ 
とはないであろう。 

4位日本ホ子体育大 

もうがし 通張って被しいチーム 
である。まだ、： n ホが大.の觀槪と 
いったものがなく、踊々の力が饰 
がされないままに禪「てしまって 
ぃる。 

日位获お大 

コ3于の岡本巧を中必によく頭 
張ている于]ムである。おードか 
らリ E グ戦に出てくることは太変 
なことで'ある。题すの避巧もまま 
なをないが、(ソ^ボールに対す 
る情轴はどめチ I ふにももけない 
ちのが盛じられる。 

6位学芸大 

小人数で練習している成おで最 
ろう*ブレ .I にコンビネ I みョン. 
とキ t ブみが脯わ，てきた。筑波 
大おに善戟ずるなど，拆稚が期译 
されわが撤下位で辟ってしま「 
た。3播■辩水のブレーにはな革 
べきもめがある。 
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フットワ—クはフ オー 乂ーシ ヨンからままれまホ 
だれが離けても、 



本田技研工業株が会社鈴座製作巧^ 


一の一 
















くらし、ひろげるジロス:]の力ード 






ブアツシヨン史も食品まで 
サイン化:つでお買物-。 

ご入含ず.揣きも槪単です。わ則をにわ申込みください。 


CA ■ 

1K ソ 

ホ'.1 

藍' 


■ 一郎地域じより巧巧つていない 
巧なもございます。 

わ申し化る、もホ 1いをせは . ピザスコ&ち 
ホービスカウンター X は、帖売巧にわむデ 
わもじさい。 


お支扎いもいろいろ 

•巧々のわち化いがラクな 

リボルビングキムい 

•手が料なしのおトクな 

一回比い 

•お求めはいま、わす化いは 

ボーナスー巧仏い 



卜がないらが 






化きの32西巧 

/ンスリップ構造で、圧倒的 人気を 誇るモルテン/ \ンドボール 


ぶんください她時の リブ! 别肚バ 争 
ル 間 投甚。 この"32而 f いンスリップ 
桃坂—で確かむ手々巧が iT ) かだした 
モルテン/、 ンド ボールん さもにナイ ロ 
ン糸晋構あががこし、卞ばら U 、ホす又 
、其巧おをも头巧しこ H 本ではじ 
か循1粒，、ンド ボール 速削( I ，比 F .) 
を班を银衙パンドボーラーの圧闹 
的なん気 H 旨 賴を集か a 、ます。 


…I 

垂けホ" V ドすール '- 心ぶ 三 A ， 


* 过 巧 J ふドか-ル 

巧たおな.山!が巧 U 越公立げ 化が，) 

化/^ホ-/ A I 




f 占ゴムエ爾なすさお 

ぶ a 巿酉広巧川巧な ] を6 ' ちで]の 
n けぉがが一, l 扣 l 化^ 
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「九八四年業 w 回 IHF 絕尝 
予當の決をと年次分担金の決 
を 

I 九八二年から一九 A 巧年の 
THF. 巧爭カレンダ— 

/ンバ，表を訂_止 
その他 


を長および要員を報告 

会お報ち 

帯の： IrHF 砸常操舎はまだ八ム 
まに關かれてないが、私はここ2 
年間にハン K ボー爪就おめ発おと 
改普の面において、井常な遮歩が 
巧界，もにとばられたといぅことを 
確信を歧て言えると思ぅ。 

なか.でも TX リホ、アジア.およ. 
び TA リも太陸の济大祕協をの程 
度もおとな-をされた。.もちろん 
祗ホのを力にもかかわらず現時点 
で挪決できをい間適や晒難は揀さ 
れている。 

しかしをての IHF の委を会は 


があるということがいえる。 

城-卜めを要巧会の報告はここ數 
年問にどれだけのことがなしとけ 
られた加を示している。秘個人と 
しでは第 W 凹巧モ世翼選す樞太会 
は、最大の-巧象をちえでくれたこ 
とを見化した。體技掘則の玻正が 
砖梭の太きな成巧をもたらしたこ 
とををで韻いた。ハンドボールは 
見てもまわ最も興味のあるも.拟で 
南る ことが 承され， をのことに関 
し祀は蒂加した各た I ムお上びお 
腿きと調和の新しいちおを打ち出 
したレ7エリード時別の些敬を払 
ぃたぃ。 

この構争に孤は、ここ撫年の間 
に，酉々の1:1:ド巧旱を輔'懼してい 
ただいたお：棉会に特別の.墙謝をが 
し上がたい。募く曰爵はそのため 
に私われねばならない巧力と援挤 
上の貞拉の故にこれら亟耍巧事を 
則き受けることにな敬をををられ 
を典った。をの理由の故に强共 
は、鬧懼国が本された愚做と白己 
攝おにがして大きな白出か下にあ 
る0 

强はまた、 この リ)年間す ばらし 
い吐事をしていただいた.私鼓のす 
ベての棉力墙により示された大き 
を請欲を高く扉础する。さらに、 
加盟国欄お、太輕協会、 IOC 等 
の国稱則喊、報逼 f 者、ラジす 
テレビ関係の方々にをの援がと協 
力を感副ずる。 

恥は、化め-九-八四年館会まで 


IHF という配が良き友情結神の 
下に賦撤を掃け、励やをいや試補 
を 乘り强え、安全に運新を.統ける 
ことを が望し、盾じます。 

会長ボ—ル‘へヴベルヴ 
一化八二年五巧がストックホルム 

■一 お AG ザ—- 九八 二 年組掘， 
大普妻員を ( coc : J 報告 
1かみ；：：>年モスタワにおける第 
の圓ホリンピック火を、一化八 II 
年巧 ドイツに おける第ぶ同巧モ化 
を盛手-梅大‘韋おょ-ひ B • C タラ K 
と，シュニアの日つめがが逆ホ娟大 
普が こ Q 期問のまたる巧喜で あっ 
た" 强挪がに閒しではをて 0 こか 
らの行卓はを全に邊巧された。细 
論売をに陈去できな.いいくつかめ 
問强はを「たが、全体购に去の バ 
ランスは满化すべき私幻.であつ 
た。 

ジュニア畦が還ホ罹ぶ会とアジ 
了の干遇においては、しかしなが 
ら遍い通ちで奉加を中企す香チ！ 
ムがありかなりの闲盛と不便を招 
いわ。こめ韓め中止はれ寧を梓に 
患い影禪をちえたという孕卖を挪 
にしても、そういうキャンセルは 
閣摧国にがし閣盛な外の向物をも 
まわかない。したがって、 IHF 
理事会は違な協舎の国黯巧爭雷加 
を齋ムするとう決をした。 

こ' の蘭辟で巧'段強詞きれねはな 
も-ないことは、妥く⑩ 捕 普に とつ 
でチ]ムを乂なに派遣する ことが 


茹を的に運于、^于、レフ ュリ 
!にがす る 訓練と致靑を実施する 
とめにその' ベストをつくしでい 
る。多くの援助とま援 が先遲 .ハン 
ドボ]ル棉，おと IHF 0 委員を 
により眞ぶ陆力精神をお樞とし 
て、：！；晒を违成するために根さね 
过なをないだろう。このような肺 
樞のをる詳乃が合理性と相互理解 
の化琉の中で追ぶされ極けられる 
ことを里む。 

ところで、こむロンドン におけ 
る作業絕会はを分野でずでに遗成 
されを化爭に関し、をで I 帷に檢 
討し討諭し将来に向けての道を巧 
をする槪造をきっと与えでくれる 
と思う'。 

ョ[ロブバ说外の大隊での ハン 
ドボ]ルの発展を力づけるため 必 
:喪とされる 一 層のを提の手段に つ 
いて、入口唐に達する. ちのと 體情ず 
る。ぶい スタ— 卜は切られでいる 
が、まだそこには大きなギヤ ブブ 


■患辜な蒂 
1關会の熙 

2 C ソス，バウマンがの撰な 

3山祗点呼 

4皂長とともにな巧義ホ郎をチ 
ユッタずる人の^ンバ t 指お 
驗なが.正し V 成志したことの 
丽詔 

一か八 曰 年媛舎議事錄の杳諸 
ななおよび一安員告の報杳 
が政の説明および顆査報を 
会かの潘謁の披黑 
檢計ダルしフの嵩吿とともに 
报庸の需議 

撤封ダル]プのより-睛め帮 
を 

ル] ル 那藥の遗乎運出益準の 

i 

八ムぶ IHF 惡を植乂会の養敎 
の聴 ffl 

活動か画の決定と巧事の削当 

一- 兀 Ail 年ロス了ンゼルス第 

の回オリンピック大を 


第2?回 IHF 総会報告 

第^回国際バンドボール連盟通常緩会は、去る8ちけ日、け日の 
両 a 、 ロンドン(イギリス〕において開催された。前号に掲载され 
たように、我が国からは、荒川専務理事が出席し、議事及び、主た 
る会議の内容は次の通りであった。 
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まずます南難になりつつあるとい 
うことである。距離の違さ、およ 
び变おわねなならない抱的、貪爭 
化金はこれらの踊なに非常に太 
きいが留 h のな担を課しでいる e 
化うるに多くの巧亭に関して開蜡 
ををなホすごとがほとんどす可能 
になってきているむこのよクな埋 
由から C 〇 C は巧度總尝秦.加者全 
でに转急アど！ルを诗旌 W し、新 
しい大なを辞人することによっ 
で、これ城上ずでに実施。かまっ 
ている太なの阳忙更に留担をかけ 
をいよう玻めている。 

一九た巧年 IHF 總会で、ョ！ 
ロッバに B およが C 凹が遇手植乂 
をを、またジュニア阻與這于稚ぶ 
皂を谭人寸ることをホめて、け事 
計画を拡大することが比糊的多数 
で可決されたことを油愼されてい 
ることだろう々このことは丽へな 
っての太きなステップでをり、ま 
たそれまで予選にしか瑞われなか 
った国の A ンドボールの禪靖に少 
なからざる歐醬を与えた。 

しかしすでにみ詰されたこの-よ 
うな方向にがして最近試かホ棉を 
聖史するようぶめる声ボ起っでい 
る。 

この上うな色々の大杂の靖加に 

よっで、1つ.のチームボトしのよう 
なエレべ t 夕 t システムにつか生 

り、再ホ的および財報时な大きな 
島化に函惑することがしばしばあ 
る。このような尝つい場合がをい 


ので、大会実施方化を裝更しで、 
現在の2年お忆化って4年酉にの 
みもチ—ム技本乂会 i . 绿格を得 
ることができるようにす.るという 
間强が据おされ、ジュニア肚界運 
手權大酱を4申おに關砸すること 
にするかどうかとい夕間週が今回 
时證のが象とされている。 

この報をのが象期間(-お AO 
化孔二年}の巧まに民れけ、 

-化<0年モスタワホリンピジグ 
太会と I 九八.一年西ドィツでの巧 
モ肚巧羅ホ撞大会が最も電裝なけ 
專で をった。 この斤串の中で オリ. 
ンピッタ乂会でプレーした男•ホ 
遇手は、近年にをい質のないもの 
であったが、それにしてぉ、第 W 
回巧 f 化が通手搞大舎で示したプ 
レ I ヤ！の' 技術や戰術は弟暗&し 
かった。大会運遵の面では如めて 
採巧した巧チ—ムによる決腕ラゥ 
ンド方をは、改正されたル！ルと 
共に成巧であったことが証明され 
た0 

フうスンにおける贵子、デンマ 
]夕におけるホずの B 世巧頌キ楠 
大会はまたトップクラスに個する 
火会であったし、畢加したチ—ム 
全でに-技い挫験を与克、ベル半 I 
おおける G 化界還を稽大尝は票し 
く組盛連晋され、厨く評师された 
太会でをった。 

ボルトがルでの巧 3 凹男モジュ 
ニア世巧遵手搞大会は、ハンドボ 
!ル .0 有効な宜をの I ホ蛛である 


ことが証明された。各プレ]卞1 
の到連された高い巧術氷毕は、あ 
国共ジ-ニアのため化すぐれた技 
術、トレーニンダ怯制が磕立して 
いることを巧稲に r ルした。画期时 
なことは、^归ドの願おにおいて 
初めて世界運を権大会がョーロッ 
パのかで開赃されたことである。 
々ナダがこの女子ジユニ了め乂尝 
を閱懼し、適切にアレンジされた 
ことを K 明した。しかし、不苹に 
もい V つか©強いヨ！ ロッバチ1 
ムが蟹加しなかったし、またアブ 
リみ化表チ—ムも不替加だった。 

ヨーロ ッバカップ太おは相盤ら 
ず屛味深かった。この大会は誰3 
の大垂 clnF カップ)の割設に 
ょり增えた。-一-八す t ムが多く 
の興奮とドラマ、オドロ半さえも 
ちえた。アフリカ、了ジ了、況 T 
^リカ大顿におけるを若リスト 
〔加盟リスト‘一はどんどん增え輔 
けでいる。碑記すベ香ことは'、了 
ジア大をへぬハンドポールの揉谋 
は太きな成巧であり、これにょっ 
て了ジアのハンドボ—ルがは火き 
く飛醒ずることであろぅ。また语 
T メリかの諸国におけるハンドボ 
] ルち大きな発おをとげた。 

ぶい巧歌に目を巧けると、「九 
All 年十二月にハンがリ—におい 
て帮 S 回ぶずお猛遵ず脯太尝が巧 
われ、：3チ—ムが韋化す Ki . !お 
Alrl 年-一月卜一!百0ホラ\がにお 
ける巧ず丘世界還を権大会の準怖 


は遣んでいるでロス了ソゼルタで 

の一丸 A 巧巧すリンピック大韋に 
閣しては粗 m 要と$な硕丸顯搔 
が殺たれでいる。扼方のザィドか 
らの卽問と討論はホ帝に成おが若 
り、閒懼に問題はないことを望め 
るよぅにした。 

ロンドンでの M 撒遣では、を 
こでの訝論が A ンドボ！ルの稱お 
に明るい光をもたらす上ぅホ亞す 
るとともに、西度この畢員会め'^ 
ンバ—諸巧の慢れた協ムに感嫌ず 
る踰会を持ち、さらに T 打 F 寧禪 
厨囚すば.苗しい仕孕と秘たちへの 
援助に磕謝を表叫いたします。 
雷具畏クルト•ツドマ—ク 
一か A 二年五が於ルント 

■-れ AO 年から-九 A 二年の期 
間の競技お郎•レフユリ—妻員会 
( coc ; l 靖告 
一要員を 

モスコ—で时 .IHP 摇をの幅の選 
単およが I ん AG 年たぶ跑会直輕 
の-迎帝をで P 及 C 重ち接とパツバ 
I は化のとおり-が「たが 

委巧長み]ル丘•ワン(ノル 

ゥ K I 〕 

刮要員掉エリタ*エリア K 
(ス.ゥユ1デン) 

棄归ジャニス’ダリンべルガ 
巧(ソ迦 J 

が ウ エルナ-•ヴ イブグ 
(西ドィッ}' 

が タルト•シュ—フ 


'(南ドィッ.)； 

み テホ*キー ル ホルン 

(ホーブ シ ザ'} 

爭禪掃の化雜にもとづ会で リグ‘ 
エリ了スが P R じ 副蚕爲擇として 
指おされた。 

.一ん岩ぃ 

委員会は一九八.一年 t 百齒ドィ 
ッでの男ず A 世邦還乎懼太会およ 
び一儿 A 1年お月ドイツ，巧ゾンで 
のレブでリ[コ—スの暗顆かれ 

た。轉蝴巧当合が' 化 AO 年卡ぉ 
ザルトボンメル〔ホランダ】でホ 
ランダ赖をのが皆を受けで賴かれ 
を。 

III 競な坦則およびその靜跟に 
関する化を 

新號投玻則をげ成ずる過括と関 
連づけた新しいが§法およびシ 
ステムに化って理事会は、 一 お八 
0 年七月モスタワ藉舎め-前！：一::の尝 
をで卑案を承認した。新體巧お則 
は一か A - 年 A 巧 一 H から—码 
に有剔とされわ。 P 丘 C 雲：！！！！3：長は 
I 九 AO 年旋会でル J ルの盤叟と 
をの作盤摧過を.報告した。 

規段度則の解那に関し PRC 
は、巧業ダル]プを遭じが国から 
巧をの恭加者のあった.一儿 A - 年 
五巧のホーストリア、リン•ターブ 
ランでの化巧競技規則を議に第一 
巧窠を提示した。この会議は IH 
F コーチ、ホ法委回会と密接-な閱 
摇を保も-つつ計両し実行さおた。 

P 及 C はま. た、 スイスマグリン 
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ゲンでのトレ t ナ T シンポジウム 
において委員展とヴエルナ— •ヴ 
イッタがが麻し、参加まに一化八 

一年競技捕則の基本と詳細を軸并 
した。 

IHF 理ぉ-をは、一化八 一 年十 

一月栖めフランスのランダ] K ハ 
イムでの金合で リンダ— ブラウン 
会議の. 後 実域を極てぉされた解祇 
に朗する文菩 .の 基.本を高く評栖し 
た。 

一般的に新 W ] ルに閱 ずる 评細 
は間を的でょり速く、巧化がぉて 
るとともに、柯 よりも キレイでス 
ポ—ツ的な 競 おめ释来の兜度を約 
宗するちので 志った。 

を々 の 祀鹽瞄なからの報をもず 
ベで時茫粗をもめであった P 
拽 レフ hi け 1 のを卒 
霞 八ム巧講習耸、カテがリ IB レフ 
すリー講習会 
〇 m I ロ ッバ 

•一九八 I 年九月がスウふ[デン 
‘ ルン ト非滞靑拭封靠 
■一 化 A I 年 小 1 1 巧がホランダ' 
ジッタ [ド ドイツ 扉国が级 

•一を八二年 お 月於ル—マニ了" 
ポイナ ブラ ソワ フランス詔国 
が象 

〇アジ了 

•一お A 1年 十ーパ賊タウ^ T 卜 

•一九 A 二年五！^ソウル 
〇 了フリカ 

•一九 A 「年十二月が H ジプト- 

カイロ 


⑤ 非八ム式講習会(レフみリしス 
■タリ ニック。 

於クウて]卜、インド、日本、 

ス'ペイン、了イスランド、カナ 
ダ 

感トップレフ K リ—器 習を〔一 
化 A 二年男で A ぉ界還ホ棉乂会 
の毕滿と トレ] ニングとして。 
於ドイツ，カ インー丸 A _ ザ 
化巧 

@ミニレフ^^リ—請習なが全て 
の IHF 大会のがに PRC の化 
玻により開かれた。 

啜 システマティツダ〔粗端码) 
な簡祭サービス 

新しい IH 打 Q レフてリー観かか 
穗式にもとづき、全での試合は 
試か後のレフ^リ！との評価に 
関する対話および觀祭シ]卜 
の搂段の記人との聞連においで 
坂則として撒県される。 

⑥ 国驗レフ卫リ t 为テゴリ EA 

およが B (板補を〕 f 九 AO / 
八一年リストおよび f 化 A 1/ 
A 【一年リストを苗成した。加捕 
各国瞄をが領撒的に園阪レフユ 
リ I を袖巧し、またすでにお認 
されている国隙レフエリ—を訓 
練すぶ化事を提助するための货力 
が結けられた。 

⑦ 全てのハムす IHF 試みに国醇 
レ了エリ I を指名し'た口' 

盛 PKC 講师 

世を中の.レフュリ IQ 教育の吐 
窜を隅おくし力強くするわめ 


に、一丸八一/ I 九八【幸ン t 
K ンの 始まる 前に P 民 C 講邮と 
なる指をにぶ惡するようを尚に 
招待が^され、巧お疆0請师が 
受け入れをれた。しかし現をま 
でこのシステムは充好活用され 
ていない。 

® 加盟各岗隨会におけ'るレブて 
リ E 閱馈 Q 化卓を雅通きせるご 
とと関廊した化事をか割-4龍に 
するため.、 PRC のゾンバ I ほ 
で尝るだけ加贈聞喊なと埋複な 
関辟を棵つために、で区 C メ y 
パーをパトロンとしてめ肯巧を 
持たせ.るようにした。 

五鐘 

I H F の他が找術養浸会および 
加聰惡国棉舎と沿密横な廊力関係 
を砸じて、 I お八一年お爲战麗则 
はそめ姬那とともに活骑に入つ 
た。 

加盤を商協萬は、一九几互年賦 
競技捕が姑.がしい編集に向けて鼎 
しい変叟& 了ィデアや考えがあれ 
祀よく檢討されるよう怯爾しま 
す。このけに销する屋御の討諭 
は、一九 AI ， 年.打 F 摇会の時に 
始められる。 

『丸_<二年から.•九 A 四年まで 
のが Q I 打 F 作藥期間にお企加挪 
国0レフ--1リ IQ 骄規の蒂成と骇 
育が晒を発展させる t と忆ザイン 
卜が營かがる。 

PRC は期側中におされた協方 
に感謝いわします。 


「化<二年四月於モタタヴ 
IHF / PRC 委員長カー非‘ 
E ‘ワン 

•コーチおよび手を委具を報告— 

-化八0を/-お Alf 年 

この骗牌中 QC じ M の壮まの中 
如は 一 お A 『年五月十た口から-二 
卜-.一日まで スイス 巧マダリンゲン 
で關かれたトレ—ナ J シンボジゥ 
ムに S ? た。 扣力国協をから股を 
の.トレーナ . ^ が参加したこのシン 
ポジゥムの主な □! 咕は「お AO 年 
オリン ピ ッグ A ン ドボ I ル大無の 
評他を作成.ずることで忘った。ど 
のち歷に関しても2力茵.詰での翻 
耶があっためでおお者は提-がされ 
た案材から-目か自舟の啟謗を則き 
出ずことができた。 CCM 委員長 
は白 かの 化爭の都なで最後の部分 
は欠席おぎる去えなかったが、大 
量の情報が巧お化ぶになえられ 
た。2、3の批刊を隙いで、强證 
とダル]ブ现幢の評恤は一般的ブ 
ィ— リンダと して.技かった。 その 
よぅて きたるところは、この請習 
会のリ！ 'ダ'!八インッ，サイラ] 
と 彼の平— ムによる镇れわ講習会 
運 巧にある。 

化が 連被は、 I •をレスト*ゲ 
ルマ乐スタと I •タノシユ盤辟の 
ドに-儿 A 0 年1リ Z 回巧われ 

たなハン ザり]、ュ|ゴスラヴィ 
ア 、ル！ マニず、スイス、ソ述、 
西ドイツ、ポ—ランドから遷于が 


ぷばれた。けがをした西ドイツの 
遽卓ヴ3 •デッカ t ムのためにド 
ルトムントで顆菩試合一試八口と夕 
ゥ1 ] デン梅舍創並加周年を祝っ 
てスウ王—ザン于 I ムとゲ—テボ 
ルダで ^ 試をがけわれた。 

モ珥疫、 CCM のすすめにょり 

ル j マニ了のラデュ■ボイホが逆 
平 サイドから V 述の了少 トル•ェ 
プッチェンコがトレーホ[サイド 
から、 一 九八 一年化ぶ に西ドイッ 
パーデンバ3デンで巧なわれたぶ 
U 回ホ リン ビッタ 操舎に山廊し 
た。 

一ぶ、妻員联イオン ■タンスト 
•ゲルマネスクは CGM を代表し 
て化界太をの準瑞のトップレフュ 
リ — M 習金に講師としで参加し、 

ハインツ♦ザ V う r は c ? c と C 

C 姐の辿破'役をした。こめ胡牌中 
CCM は、いろいろのトレ—ニン 
ダ コース でオリンピック ソリ .ダリ 
ティ岛ため C じ M メンバ ー や韻邮 
を派逗した。 

一 か八二年五ぶ 
IHF 専释ペップマイヤ— 

-化几0/ - か八二年医爭蛋貫 
舎報告 

I 儿八〇年 IHF 絕会において 
班享会は、医事室巧鱼の害呂の数 
を実我上の顶由から嗎やすべ專ゼ 
との孰肅に谴した。医爭要員舎は 
現狂なの/ンバ—にょり構献され 
ている P 
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を揖長 イス トバ X ’ マダう ッ 

ッ〔，パン ガリ！. レ 

委员チノ ， ス巧小一〔スイ义) 
" ジリ*ジニナッ タ博上 
(子王コス日バキ 了】 

が ウルスープ’ ミ！ ドリ-/ヒ 

博 丈量-イッ) 

ヴ ルタ I * パう マ .™ 悍 
(ホ！スト.リア) 

區卑委民皂 はこめ 期間に3 0な 
なを.' 巧った。 一つは K イ K 、 マ ダ 
リンゲン での-丸- < 1ザぶ月め卜 
レ—ホ— シンポジウスの 時に、も 
う L つは I 化 A 1 ’ 年 二一月む R 西ド 
イッで.の-毋千ぉ禪還ホ植乂をの時 
に.行われた。 

一九孔 〇/八 •一年の赃間に医宰 
妻昌会は化の蓝敢那屈を試論し、 
計励し、実巧した。 

一、スバインでの南モ B 世が選 
ホお 大会、 南ドイッでの.巧モ A 世 
城選于粮 火を、 デ y マ t クで.のみ 
で 且担巧漲ず摧大皇におけるド！ 

ビン ダホ 卫ック 0 

辟ら れた姑 おからおで、控み委 
拭なはこのような大会の聞催国疏 
会に これら チ H ッグに 麗する 玉り 
【睛の廣助を与えることが必耍で 
あると考克る。 InF が爭杠おけ 
るド ーピン グチ ユッタの 設術^の 
勤が要巧が楠集され た。 

1 1 、感止される薬結のお式リス' 
卜がチユッタされ、 IOC の撼に 
従い了ナポリック‘ステロイドが 
追血された。 


ニー、大陸棉禁との接触がけなわ 
れ、墨ぶ的事，项に.ついてのお转上 
め巧巧をを連した。 

四1 IHF の化ぶとしでジ王チ 
ック博±はイタリでのビテルボで 
Q IKMC シツボジウムに化疏 
し、スボ E ツ裝品の討譯をけい、 

IC ラマ—博-^はオーストリア.ウ 
イ！ンの別'の尝をにか席した。 

五、第 W 囘毋子出が遲ホ靖大会 
め時 I 九八二年五月丑円ドルトム 
ントにおいて哉3回ををがだわ 
れ、 K ポ！ソ藥品に隅する情報と 
賴験が或视きれた。化のテ[マが 
敢彼われた。 

——八ン 'ドボ！^試なみの新隐巧 
敲の魏を G * C ラぅンビ段± 
h 齒 'ドイツ」 

^-練智お上び試を中における力 
の间渠ジェ乎ブタ辟±〔チて 
n K ロバ，千了) 

——裂在ソドポ1ルの睽事間强 
の討議ヘス博+ {スイ芭 
み、姜員をはマダ y ' v ケンの义 
ボ—ッ维な研宪所を訪械し、所摸 
のみワルド惜+1巧窮巧を度けた。 

七、スポーツ葬口帕。専門泉エイ 
夕■了ンドレン•ホンドベルダ悍 
i (スウて！ デン)がハンドボ] 

ル世が逊乎植大を中の遞キの商寄 
の分がを巧った-彼が古の結果を 
まとめた匹を輩具会はモめ檢詠を 
たいその結果を網张した。 

A 、 -儿 A 1ザ十二ぶハンがリ 
1で⑩ホ子 A がが遵手撫大会の巧 


医爭姜巧当は、をの大をに量加し 
ていたチ！ ム ドタタ^と共に•ブ 
タペスト忙あるか君スポーッ耸巧 
硏巧所のスポ I ッ黑お邵を訪間し 
た。 

匿事重貝を要貧長 
イ K トパン-マダラッツ 
プタへスト、一九八 r 年五月 

《-九み0\|九ご一広報*をな 
委貴を報告 

CPD は I 九 AO 年モスタッ摇 
をで化の'とおり還ばれた。 

雷員长ハインッ•ザイラ 3 
(禀ドイッ) 

養 c 育 セイ.ド.，ブ' ^アムラ〔ア 
ルジュリ了) 

グ ぺ一 夕 i ，ブグ(立1ゴ 
K ラビ T ) 

が イヴ7ン’カスバ f 〔チ 
ュコスロヴァキア〕 

ダ (ンスマッタツ‘ケスラ 
—(スイス) 

が ブリッツ.クイジユク 
(ホランダ.} 

この触をの睛樓なの 4 年間のため 
のハンドボ t ルの一擅の発厮を目 
的とした、掉にこめ観点から.未発 
達の乂陛を中もとした地域での発 
度をおたる.间的とした。もう】つ 
の緊急の CPD の那題は、控いレ 
ベルのコ I チとレブ.エリーを訓棘 
する講習食を作ることと臘術、戰 
略を阿人りで示しル]ルを解説す 
る國まを作ることであった。この 


目的のために畢門乘としてゥエ此 
ナー * •ヴィツタお、-ん'，ひハインツ- 
シ J ッタ J が P 及 C と GCM から 
棉カメンバ！として指ぶされた。 

ず n まで企てら-れた活動の結果 
はが巧に漬極码で志ったとをなす 
ことができる。一九-八-巧丘巧十 
a にゥンでまた一丸 All 布凹 
月十五 y バ！ゼルで M かれた2回 
の尝がでは、実巧された計厕が評 
佩きれるとともに具体的成果が生 
み出された。そ®ちなものはがの 
とおりで 苗るな 

1、ドイツ語、英語、？ラン K 
語のい>ドボ—ルのポスターが巧 
盧まれ、□ンドンでの憾をで配布 
することがで泣る：。スペイン歸腺 
も作られ、まもなく怔える。 

二、 レフ正リ t め トレ— ニング 

のための画入り-脂專吉シリ — K が 
完成され、 4力— に訳された。 
トレ I ナ I のためめ謂普ながむわ 
れ、ぶ要なテキストががられた。 
それを誦 1 訊 Q h が 刷するこよがで 
きる。 この2つの シリ！ が.ものは 
一丸 A 11年八月に使える上ぅにを 

るか 

I こ、トレ I ナーの基權时教宵の 
わめの「教巧モデルコ tK 」 のブ 
ランに従ったテキストの窠ボ完成 
きれた。それでは理謠おょび柴段 
面での捐專上の.問堪およがル！ル 
7、 8、 E ：： をの説巧を取孤ってい 
る0 

四、蟲ったレベルのレ7ュリー 


を枕をしてコ1チし、萬的鞠な- 
HF の指導昔を提おする教靑めや 
デルコ J スを作るため 一 恩めブ-ヌ 
ンががられている。 

お、！ IHF ハンドボ ー ル初歩 J 
の山庶は大いに起んでいる。いく 
つかの崇がすでに作ちれた。が版 
は尚加べ I ジになり、力女—でか 
邮されている。をの中には賴披妇 
招神、显ぶ的なル！ルおよびダレ 
t 方法めいくつかめ例がをまれて 
いる。-しかしそれはみしてテ丰ス 
トブックではない。それ K は殺と 
K ケブテが人「ており、陡巧者が 
曾勤.に理解できるよぅ U なってい 
る0 

六、上記詣許脚の取熙った锭、 
CPD . (普及発嚴妾昼鱼)ほ、卜 
レ！ ニン ダぶ法および レブ ユリー 
とトレ.1十—へのルールの過巧に 
ついて视觉にぅったえで教えるた 
めビデホを作ることをちえてい 
る々この目脚のために逍切な7ィ 
ルムとビデホテ E プが锻得されれ 
がならない。そしてもしそれら.が 
Ihf 郎有のもぬずないならな、 
その所を者に許可ボホめ.もれねな 
ならない。同時に1托 F 独をての 
フィルム、ビデす、文青類言語に 
祕って 分類した カタ ロダを昨 口、 
をのお输與と师がをホずよさ企刚 
している。 

C P D はま.たスポンサー問强に 
再度政り狙んでいる。その計励は 
まだホ期した成おを上げていな 




ブラザー電子タイフうイターが 

1984年ロサンゼルス 
オリンピックの 

公まタイフうイターに 


遇丈れました。 


日 ectrorHC 

Office 

typewriters 

bfothec 

フラ tK — エ叢な巧含ネ王 


い。瞄会の全ての蟲よの 话働 を麗 
めるといぅ企画はまだを 部な戎果 
を^げ ていない。 しかし、 号れに 
もかかわらずョ6 ロッバ詰国はぉ 
国の政府および オリンピッタ要が 

ハンドボ^ —ルによりを くかかわれ 
るよ.クに權立した。玻後に CP 曰 
のパン バ [と池の IH ド委貫会に 
を的-离れた.御撼力を歷謝いたしま 
す。また I H F 爭髓おにその 摇助 
と支持を磕强いわします。 

CPD 妻貝毎八ィンツ•ザィ 
ラ— 

京驰■ベルリンー九 八-一年 五月 
■会計報と口 

ぶ年⑩男子 A 世界逼モ棉 が鱗っ 
た溃、をの大会は「すなら しい 把 
が理手植太尝」であったこを にを 
員が罔竟した。 この 年此の収ま 決 
算についても 詩 娘なしに 巧 掠であ. 
ったと言える。予跑されなかった 

狀況にょり、今口まで單にしかず 

ぎなかった损おに我々は割達し 

た。いるいろの最上の収喘が > 化 

AM 年絕をにが 巧 S 千スィス 7ラ 

ン CS で日，日で円： j の剰命金を計 

L することになった。 

予算と姑比した 時が 大な黑が化 

たことを鞋封に就明でを/また祸 

益計综.善に よむ それを 說明 する遇 

巧を直化すことができる。拭下が 

おがかの化入で.ある。 

①一九凡 0年 オリンビ V 夕大を 

别ぶ 5 モスイスフタン 


風一丸八二年巧.子世界運ホ牺大会 
H で 5 で K イプ ' フうン 
感一儿八 r/ 八 K 年ヨ—ロッバみ 
ッブ U で K イタフラン 

盛お頸裤託金や賤利息 
4巧5下スイスフラン 
壞ボ^ル葉釣 

リーでスイスフラン- 

⑥年を赏 

2方スイスブラン 
合をがで5宁スイスフラン 
，補お.な調盏1では单ての運営簡 
埋商で链費は経巧码に龙おされ、 
その結举 IHf にとっでは、畦史 
L 祖めで利盐ボがでスイスフラン 
〔1植2十日巧ぶ a ；} を蜡えた。 
このことは我々瞄なめま務の-化 
がりと辜巧、ザ々掠火する経爲的 
規模を苟えた時.、この.香ばしい財 
務上の難蜗はこの上な く. このまし 
いものでお-る。撤りおれば W 年郎 
I HF が敗市されたわく組みでス 

夕 3 卜した時、そこにはが賴 h ® 

賠.祀はなかったをのが、このけ年 

間の間に発戚邮瓣消を逾げ、今我 

々は贴禪的にも蜡をであ-ると言え 

る。なおなドに.数ずのデ f 夕 I と 

函惦すをコ^ントを指がします。 

一 か几二年六ぉ 

会計 A ■ フレツランド■ぺダ— 

セン 

専摆フリ—ドリッヒ.ベップマ 

イ-^ — 


一2己一 









ユーゴスラビアじ 

コーチ学研究 

世巧の頂点を目ざす強； 

の練藝法を考える—— 


島が漠 



ユ—ゴスラビア 

ハンドボ—儿の概要 

近年、乘欧 K ポ I ツ媽の活蜡が 
各なポーツ部巧において担がを跑 
了し帖めている。なかでもユ！ゴ 
スーアビ T 国のサッ女—、バスケツ 
トポ I ルを初めとして各球披タポ 
[ツの巧禪が誓しい。また西做の 
スポ—ツがでは東败諸閔の一流殖 
す やコ！ チを招きスポ t ツの発拽 
とお術のお上を計^.ている。 

ユ I •コスラビで八ンドボ]ル関 
蠕をにいたっては疆を、西ドィツ 
閱にブラド'ミル，シュテンクル巧 
を初めとして己^ 6人め'.ユ！ゴ A 
ンドボ I ラ E ずコ ー チが n !卜上 
で活躍している。 

秘は今凹、ユ！ゴスラビ T ハン 
ドボ—ルに興がを持ち単身、ハン 
ドボ T ルコ！チ単を她強するた 
あ、約一年节ユーゴスラビで妨昔 
都べすダラ 1 K に滞をするにいた 
った。私質留をの研究生といぅを 
日でツルべがダ(赤い理)といク 
'ベホダラ--ドで鼓太虽くまたみ K 
ポーツチ I ムを有しで，，いるチーム 
に在禮した巾 

ツルペナ文べズダは全国一辄リ 
I 声に属しているチ—ムでユ]ゴ 
(ンドボ I 山のトレーニン.ダやコ 
I チングのレバルが商く、をれ 
故、私にとってを盧義であり、犬 
いに研兜にをたることが化来お々 

ューゴハンドボ！ルの全体的な 


排踰としては、摇競が人：一が約 W 
方人であり、中•むはやはりを国】 
部リー^グチ]ムである。このを.闺 
一部リ！ダめチ I ム數は、驻子 W 
チ—.ム、女子^チ r - かである。ま 
たそめ下には全国一部 B リーダボ 
ある。 B リ—ダは南と西に分れ帮 
地リーダ與み井にりチームで酉地 
区りーグは塘おおロチ I ムで構成 
されている。 

また、をの下にいたつでは、哉 
巧固リ—グ、町リ！ダと続いてチ 
—ム数はみ巧ホおに^一かも川财播 
成である。 

太をの中私はユ T ゴ国内リ t グ 
であ.りリ—ダは前徑則とかかおて 
巧なわれる。リ E ダやそ巧池お卜 
t ナメント大をの試合 U ほ±5み 
權 n と決めてあ-り、水曜りはおも 
に'国竊大を (3] n ッパ選を楠：} 
予遇や国巧卜]ナ^ント大会を巧 
をぅ。(大会がない時は、親谭試 
をを巧なぅ〕。試を開お時妈は昔遥 
をの 7 時から-である。 

リ]ダは前殺期が赫6力月で消 
化するが、地の大舎はを.のリ[ダ 
那間巧で顆かれる形である。 

棘醫は試を n をのぞけば週五日 
制であり-全国一部リーダに蜗.する 
チ！ムをホが同じである。 

ツルべナルべ义ダの毎円の撫製 
時洞は約2時問で午後の五時から 
7 時までが一般的である。 

H によって技暗間带がずれるこ 
ともあつた。 


しかし日本の実業团チ ー ムと冀 
わらない綠齊時間帯であった'。 

こ'城チ t ム.公..還を觀は約加..あく 
らいで、.これにはジュ ーーア•少年 
夕ぅス'の選手もをんでいる。少年 
タクスぬ谨手は、一般クう K の還 
ホと共に敞型することはなく、月 
に一度め合同練習の暗だけ参加す 
る0 

少年クラスの年齢は日木の中， 
高等学校遵手にあ.たる。しかし、愚 
兼な靈ホであればツュニア1撼夕 
ラスでずレ I することが巧來 、試 
をにも出端することが出ホる。ッ 
ルべナスべ H ダにも苗人の少年夕 
ラスめ遇をが一姬タラスに舉加し 
ていたり 

南半還ホも同碟でユ t ゴ X ラビ 
了には、スべトラナキティ乎とい 
う天ホがぶがいる。彼ホは、べ才 
ダラ]ドにあるラドなニチ牛とい 
うクうブチ t ムに部摺しでブレ] 
しているのだが、披典は：^よで的 
タラブのレギュラ3になり、 W ホ 
でユ } ゴスさビアナシ3ホルテ1 
ムに興し、現をはのホにして阻が 
のトダププレ—山 ^1 でをるぶ今、 

彼ホは山産準揣にあるょうで今 
巧、八 V がり 一 で閱かれる迎 7 巧 
女子世界谨キ播に出蜡ずることが 
山おな.いょうでるるのが残念で虽 
を】 

ツルべ十 K バ K ダの一般クラス 
の還于の中の約 y 剖は学ホであっ 
た。 


— 26 — 










チ f ムの平均年耐は約别よぐら- 
いで、 w すの フユ ィズラ •ぺ トゥ 
リチが最年長であった。彼は今 
凹、ドィツ.で關かかた第2同 f 
逸す梧にポストプレ]ヤ！で巧場 
したが、ユーゴスラビ T ナシヨホ 
ルチ—ムのホでも最年持者であっ 
お。做はベホダラ E ドの去る工場 
でエンジニアとしで働いている。 

3人のコ[チと QW 会い 

ツルべナゴベス、ダ Qni 乎〔鑑 
替).は祗の ft 籍中に 3 人愛わった。 

いろいろな師由で玻代したのだ 
が、 3 ふとも、一流の コ j 子であ 
った。 

攝がに化会った n — チは、ジョ 
ルジュ•プチ-ーチ巧で彼ほ、過ま 
に柯疵もヨ I .ロッパタラブ選手權 
にコーチとして岀愚していた。現 
をは、シザバツにあるメタロブう 


スチ々のコ！チをしでいる。 

2人 W は、ブラニスラブ •ポク 
ラヤツ氏で、通狂は若くしてユ！ 
ゴ スタ ビアナ シ 3ナル •チ！ム① 
コーチである。3人目は頭な、引 
き端きツルペナズべズダ。コ]チ 
をしているミハイロ ■ホブラ/ビ 
チ巧である。 

3人のコーチニンダには、ずぺ 
で特をのあるものであった。 

面白いことにまずジ3ルジ H 巧 
は、，ザりを重视するタイプで、ポ 
ラブヤツ巧は余がめ誕和ををし 
て、ミハイロ巧は、攻單を重端す 
るコ I ホンダを 一 行なっていた。 

被らの棉をを言孜するならな、 
ジョルジュ巧の考えはゴールキ— 
パ}とデイフェンスを 中、 むとし 
て、勝利を役よさとするもめであ 

つたむ 

彼の指揮ずる試かは、】奴の試 


をより得おが少なく接戦ボ净く觅 
られ、勝利の数が少なかったよう 
で志る。 

ボタラヤツ巧の考えは、全体的 
な組織ブレーを中、むに、試をの中 
でいかに蠢のなプレ—を污な 
い、まち賦合め流れにそって勝 
利を得ようとずる'ものである。 

をしてミハイロ氏は、ディフ王’ 

ンスを中私としで离稱爲で勝利を 
導びく戰術を重视していた。 

全が的に彼らに共通する点は、 
すべて寅全な計画性を持ったコ I 
チン.ダをけなうことであった。 

まず一年の計画を立て、それか 
ら酣を翊の計画であり、3ヶぉ、 

1週間の計画、そして去の扫の計 
画といったよ弓に、ずべて.カリネ 
ュラムにをった練習を巧なう。 

また、これは約 i 週擲のサイタ 
ルであるが、巧日の練裡に同一練 
習体形を巧な.わないことであ-る。 

た，とえ.ば、莱軟や筋岡トレ j 二 
ンダの線習の则をとれば/第 1 U 
目は桂手梓操的なちのであ.り、2 
日目は機械体お的に補助具(ナロ 
跳が、メディシンポ！ル)を捷 
い、 3 H 固は、，ハーベルや飛び 
箱、またペンチのイスといったよ 
うに、ひとつの目拘にいろいらを 
方浊で同一の用适の劾舉をもとめ 
る形で去る。 

これは、その化ホフエンス'やデ 
イフ H ン K の臘術橄習にもをのよ 
うな方ををらちいている。これ 


には、一人々々の瀑手の練習にが 
ずる慣れを飯 V 目的と毎日の-新し 
い骗智によって遞乎の緊張を挪持 
ずる目的があるようである。 

ウェイトトレ， i ニンダ 

とインターバル練智 

ユ ー ゴスラビア Q リ]ダ雕懼销 
問は、前期 g リ中嗔かもな月中頃 
まで、そして後則は、2月中明か 
ら5巧中頃までの約 S 中月間にま 
たが「でけをわれる。 

酣孤前の夏化みには、な宿で海 
ず川の.万 へ でかけ基艇ホムトレ } 
ニンダをみ、心に、狗3遞間ほど巧 
なうのが普逊のとうである。' 

後朋丽にいたってはゥょイトト 
い]ニン ダを 中、むに.热1ケ巧げど 
嫌賀が朽な.われる。じの期間中に 
は；；ンドボ ー . ルをあまり使わな 

トレ-—ニンダ錢城ザ「メディシ 
ンボ！ルをおった練習の後にバス 
ケット ボ ー ル やサッカ！ などのゲ 
1ムを巧ない棘をほぐしでいる。 
また、メディシンポ t ルを蛇った 
ラクビ ー の変形ゲ！ムなどで、 举 
なる疆び という 中に も 評画された 
練習を ち あった。 

a 本での ハンドポ J ルウ ィンタ 
3練習に見られるような、走りを 
みの 口 t ド 7 — ク 的なもの：^ あま 
り 見られな かった-レ 
「彼らは、 ハンドボ—ルには11 
'担のリぶふ.でをる ことがない」 と 


いうように、常にインタ T, バル吩 
におっているゥ 

ゥよイトトレ i ニンダで体ぶを 
棉え"インターバル削械智で憐間 
的スピ 3 ドを燕ろという2つの軸 
るをせから、 C ンドボ—ルに化坚 
なスタミナを袭っている。 

祗はこのゥ正イトトレ ー ニツグ 

頸間中、4、5回疎留に赛加して 
ぶたが、織挡終 T した時、ぁま0 
疲れを破じなかった。 

藥晦になロュイトトレ. I ニンダ 
や インタ！ バル晴練習は、ハ ー ド 
トレ！ニングのはずでをるのに、 
選モに搜れを感•しさせない療裡法 
を行なうコ[チンダに感ふした。 

しかし、時として盛ホが独れを 
感じた堀な、そめ時は栖人の意お 
により、練搜から姑けることがあ 
る。こ切ような時‘指等ずるコー 
チはをの還をの盧ぶにまかせてい 

るで 

巧歐その遷手は自か白身の跟巧 
までれなっている。をしてがれが 
回福ずれは主た、線留に参加ずる 
呀で苗る。 

コーチは、疲れている者に強制 
的她普を巧なっても顆意陆で‘をる 
をいうことお薇璋している。 

U 本的跟が論などまったくな 

、 9 

レ 

個別化の練習 

風在ユ]ゴスラビ了‘ナショナ 
ルチ.^ム•コーチのボタラ.ヤツ巧 
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デザインが感触が新 


な パ *** fcw ^ 


MGH3 ¥ 4 , 6 日日(検定球) 


しい/ 


日月星 n " ムエ第 4 来が含本 ： t 

広ち•まを•ホ巧，あろ屋■巧巧_ 


巧えるパ、 
夏の腸 




にょる練習巧のなかに、実戟的 
cb 对 b) な穂嚮から$か构なな 
粗を個別的な影.に移巧して、練習 
ホる.ホ法がぎく見られた。 

たとえが攻堂習において、お 
ン.夕！や両が既 Q 運手とサィドの 
還をの.眶"かをわせ四照卵、あるい 
は、ポストの蛋于とセンタ—‘両 
が鹿の逆よの粗みをわせの展骗と 
いったょうに、搁々别々に嫌賀を 
する。 

このょうな®習法を普妈がとか 
習陆にかけてちえ.るなら-ば、巧習 
法に近い形である。 

全一到をとは、いいろいろな説の 
や示，蹈などの-ホ拱を利がしなが 
ら、牟 I 悼間な街動、またはまとま 
りの去る韓成単位を提お寸.るホ法 
で着り、を慮で修正する靴驭がで 
てきた据特には、普遍、院回.か区 
がをつけてモれをむなうょう.にす 
る。またか留法においでは、まず 
拔能の系列をつくること-を目的と 
して、お本時な巧動に.ついてを全 
な分姑を巧をうことから姑めをれ 

るご 

そ0隙の系別は単祁な私のから 
姑まり、しだい植組なものへと進 
めをれる々これらは、選モに陋々 
の穩験として与えられ、ある裡度 
そわらが增稍されと、今携お結み 
されを体构な话郵へと輔をする。 

日本の涨習においてもこ独分晋 
をが 多く 見られる。 

しかし、ボタラヤツ巧による嫌 


智をの中から2つの：異なりをぶる 
ことが山米る。 

兜一にカリキュラムにそった長 
期峭なが画で，をり、： II 本でむなう 
ような垣期脚な計画での、お日の 
巧勘棘習で時ない。第クー、ザレーャ 
] の専門化という閒题からを選手 
のポジション.の設定による分習を 
である。たとえば、3封3 Q ' 械習 
においてもかならず善遇半個人の 
ポジションをちえて3人の植成を 
对っでいる。 

を遵手の 

ポジシ3ンの専巧化 

〔丸た.0年、フランスにおいて 
郎がされた番7巧興中吊が選于棉 
で、チェ n K ロバ半 T の-還斗が巧 
なっとサイドブレ—ヤーにぶるサ 
イドの锁域での專巧化ブレーによ 
るを敗め原因には、狭い専門化 
プレ ！ によった限あ陪あった。ず 
なわち、一船をによも颤きにおけ 
た、お全な専門化にあ n たといわ 
れる。 

しかし、その.後のサイドプレー 
ヤーによる辱門比について新たな 
考えとして、；顆性とが巧性を差 
わ備えた選手あるいは、そのチー 
ムにおいで、おめおのゥ W つの遇の 
理手を備えておく必要があるとい 
われる。 

しかし、今自では専門化の為え 
が拡大して接ポジションにまでお 
上んでいる。 


西ドィツにおいて抛體された黃 
W 山男子逸す楠で、ユ]ゴスうビ 
了の-チ—ふの-ポストブレ t 心 -i で 
をる了ェ vK ラが見せたように宽 
造なボ K トブレ I ヤ t の爭門化が 
進み、今後.はセンタ[•雨が度の還 
ホの哥巧化が進むとず賴きれる。 

ハンドボ E ルの：な壁によるポジ 
ションを本きくかけると-，センタ 
!と，阳庇'サィド’ポスト0 ‘4つと 
なる。これら.岛尊巧がを試合め流 
れから各働当の要因の知がにより 
計る.ことが扭來る。 

をのかがの要因のなかで、最 
も中、心となる働きの要两を化 
し、その化の働きを I 般性の中に 
入れて棘煙を行なう。 

一赖をと尊巧化について言なず 
れが、一般おとげ、"ンドボ ー ル 
プレ]の基本勸化を各ポジシ3ン 
においで-ミ聞なプレ！で：む，なう 
ことを意味する。 

専門化とに、各ポジシさンにお 
いてその享巧家宝キスバート) 
を意操する"^ 

この；般性と巧巧化の練習はか 
けて巧なわれる。 

達を的.晒别化械習に合わせ尊巧 
化の補習を巧なう。まわ 一 殺を同 
練習はをホ：的な補習や掘人練智め 
なかで留稱きれる。 

また、こめような專巧化は、非 
常に恼排化撫習と.雜い関短を‘保つ 
でいると思われる。 

なぜなら、各ポジシコーンの.選ホ 


の蚊割は、幅別化した城裡のみで 
摇にく求めるこ左が山来、全体の 
バランスを席つことが出柬る要恭 
を掉つから-で，あ-る。 

一般构な親巧から.では、各ポジ 
シコーンの役割が狹くなる。 

青をのユニホ—ム 

私はツルべナズベ.ズがの選モの 
禪裡.に邦する態瘦から「では端を 
猜て脊つ」ということわざを思っ 
た。紳習の中に忘って常に先頸に 
立つのはぃ芋ラ]運をで轰ゎ、を 
Q 中でもナショホル通みやキャプ 
テンである。そしでナシ_ ゴ ナル遗 
チにある人は、バテ ランと いわれ 
る年齢にあってら彼輩の後に逊随 
することは經対にない。 

彼をには、自かはブラど(意味 
としては、ユーゴ•ナシす十.ルチ 
—ム Q ユニホ T - ムのをが青もであ. 
るとこるかも-そういわれると呼ば 
れる〕愛称を詰りに思い、そして 
自おは、橫範をで-あるといったよ 
さな気持が强いようである。 

近年な、ソ連を始め、東欧茜国 
がが円かを リー ドしているが、こめ 
諸留め実力の差は縮まって来てい 
る。をの-中にあっでユーゴスラビ 

T 〇ドボールは今镶、良く分が 
されたトレ]一 I ングと指尊者のコ 
1チングにおいで、おい将来、世 
界の頂点に莲する U が.来ると思わ 
れる。 
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巧巧舍巧？如りス 



スト、ソフ发ジャ ンプ自在。 

クリップカな群のニューソール装備 、新製品クカイハンドスペシャル) 


7^シックスタイカーの新製品！スヵ 
イハシトスペシ、'ルはストップ& 
シャンブか自在にで きるハン ドボー 
ル普用 シュー ぶです。 

写真の底意匠にご;主目ください。 
樓雜も-トレッド[溝）ぞソール全画 
に刻み化んでいます。これは、 
ハンドボールおをの、多巧的ら-動 
きじが応するためで、とくじ拇指球 
下のリンケが意をはクリッッカを 
谎谨的に高めます，この心め、選手 
は思うようじス h ッ了でき、ま/-思 


うようにシャンフすることかでき 
ます. 

■甲!械はステア蒂をと銀何へ口户 
の2タイプ。•独創の力：/フゾール 
は甲被を食わえ込む設計で、お 
ブレを目方ぎます,•太型ヒールカ 
ウンターは九み卜をボッチリ保持し、 
遇手の動作能力を富めます。 

•串至さ、グッ >3 >1をち卓まを。 

ストゾブ及ジャン：/のスカインド 
スへシャルで栄光をつかんでく 
たさい。 



スカイパンドスペシャル [THH?0 お 

•巧 包 ステア表を（ホつイト）-化 Hk 口ぶ.（レっ卜.ロイ 中 化 


7ル-}. A 化は^イ〇>し■アウ:？一 V - ル;よ ラバーの力。 ブ 
ソール t ■ロイ、，ルブル^？<ホワイト.ホつイト:<レ;/卜，レ,卜 
乂ホ3イト：•サイスの .5-3^0011 


なお小を f 面悟¥12,000 













ドラ巧がアデイダんと巧にやつてくも 


HANDBALL SPECIAL 巧巧遙モ権。オリンピック0ヨーロッハ•カップ0ゲーム 


が高掛こなれはろるほどアディダスの真価は100% 
発揮されます。鍛えねいた実力を、人-切な一戦て，確 
まじ引き化してくれるハンドボールシユーダ.ウェア。 
せ巧の強養、をしてわれわれ力 f 〈スリーストライプス〉 
を逸ぶ理脚よ、 ただ一つ、 勝利への熱 t 、意'かです。 
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